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広報真鶴　2024年11月号 ２

連

　載

グループワーク②では「真鶴町のめざす新しい学

校像と学校の形態」について、義務教育学校がい

いのか、小中一貫型小中学校がいいのか、メンバ

ーを入れ替え、同じく３つに分かれて話し合いま

した。

【グループ１】

９年間の目標や学び、子ども理解などを共通理解

のもとで行うためには、義務教育学校が良いの

ではないか。　／小中学校の文化や考え方の違い

を乗り越えるためには、組織は一つであったほう

が良い。／小中学校の理解が深まるような学校

になって欲しい。

【グループ２】

めざせ義務教育学校。ワンチームだとリーダーは

一人でまとまりやすく、意思決定もしやすい。／

子どもの気持ちや意見をよく聞いて決めていく

ことが、大人の責任でもある。／９年間を通して、

子どもの学び、育ちの達成感をみんなで見ていく

ことが重要である。

【グループ３】

仮校舎で一緒に学び始めるタイミングで、９年間

の達成感が得られる教育が行われると良い。／

共創スペースなどを作り、大人と子どもが関わる

ことで、互いに学びが得られるのではないか。／

少人数であることは町外や世界へ繋がる可能性

を秘め、年齢による体格差はきょうだいのような

関わりができる可能性を秘めている。

体育館は既存の町立体育館を使用
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新たな学校は「義務教育学校」として！

問い合わせ　教育課教育総務係　☎ 内線434

第７回学校建設
準備委員会 概要報告

　９月17日、町民センター３階講堂において、「第７回真鶴町学校建設準備委員会」が開かれました。今回は

協議の中でグループワークが予定されていたため、事前にグループ分けがなされ、座席が決まった形で始

まりました。

　現在検討を進めている「施設一体型小中一貫教育校」の建設場所が、真鶴中学校地に決定したことを受

け、今回の最大のテーマは「学校の形態（学校制度）」でした。グループワークを通して、委員の皆さんが改

めて真鶴町の教育への思い、子どもたちへの思いを語り合い、最後には全

委員の総意として、新たな学校は「義務教育学校」としてスタートすること

が決まりました。地域・保護者が新たな学校と繋がり、関わり、すべての町

民が子どもたちを育てるという、当事者意識を今まで以上にもつことが大

切になってきます。

　それでは、第７回学校建設準備委員会の協議内容等について報告します。

　グループワーク①では「真鶴町がめざしたい幼　

(保)小中一貫教育の姿」を再確認するため、３つの

グループに分かれ、それぞれのテーマで話し合い

ました。

【学ぶ子どもの姿】

真鶴の子どもの強みは、自分たちで遊びなどを作

り出す力があることである。／豊かな自然の中で、

自発的に考えられる子どもに育って欲しい。／繋

がりがキーワードであり、高校生からも学べる機

会ができると良い。／大人が子どもを信じること

が大切である。

【学ぶ教師の姿】

ワンチームで安心できる学校をめざしたい。／小

中免許保有者を集めることは難しいが、それを乗

り越えていく学校をめざしたい。／固定化する懸

念はあっても、外に関係性を広げていくことも大

切である。／子どもから学ぶ、地域から学ぶ教師

集団であって欲しい。

【学ぶ地域社会の姿】

新しい学校ができることで、地域を繋ぐ空間がで

き、子どもも大人も学ぶ空間ができる。／地域学

校協働活動のためにはコーディネーターを置くこ

とが必要である。／子どもが主体的に学び動く環

境づくりが必要で

ある。／15歳まで

に地域に深く関わ

ることで、将来地域

を愛するようにな

る。 

　自校方式、センター方式、デリバリー方式の３つのパターン
について、栄養士の配置、アレルギー対応、地産地消等を比較
し、食育の観点からも、学校給食は自校給食として施設整備を
行うことになりました。

校舎建設に係る次の施設についても、方針が決定されました！

現行の６‐３制か、それとも別の学年の区切りか？

　小中一貫教育校の導入に合わせて、学年段階の区切りを検討する必要があります。
校舎施設の階層や昇降口の位置にも影響があるからです。教育
活動の質を高めていくためには、どのような学年段階の区切り
が真鶴町に相応しいのか。次回の学校建設準備委員会で決定し
ていきます。
　真鶴町に住む人たちの未来を創る学校づくりを一歩ずつ進め
ています。

第８回準備委員会のお知らせ　＊傍聴も大歓迎
日時︓１１月１８日（月）１３:４０～
会場︓町民センター３階　講堂
テーマ:「学年の区切り」「教室の配置」等　

準備委員会の
議事録と資料（一部)は

コチラから ➡

「真鶴町がめざしたい幼（保）小中一貫教育の姿」 「新しい学校像と学校の形態について」

グループワーク① グループワーク②

給食施設は自校方式で整備

プールは新設しない

　環境整備の要件、費用、教職員の働き方改革等の観点から、
学校プールの整備は行わないことになりました。ただし、児童
・生徒の水泳の授業は、水の安全教育の観点からも必要であり、
まなづる小学校のプール、民間を含めた近隣の施設、岩海岸を
活用するなど工夫し、引き続き実施していきます。

　学校体育館は新設せず、町立体育館を使用し、夜間等は地
域に開放します。また、防災機能の強化を目的に、空調設備
を設置し、併せて屋根の断熱機能の向上を図ります。
　なお、小体育館の設置については、多目的ホールとの併用
などで対応していきます。
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一般会計

消費税引き上げ分に係る地方消費税交付金の使途

町　債　町が所有している財産

歳出

町税・・・町民の皆さんに納めていただくお金

譲与税・交付金・・・国税の一部から一定の基準で  

                         交付されるお金

地方交付税・・・行政サービスを保証するために

                     国から交付されるお金

分担金・負担金・・・特定の事業により利益を受け

　　　　　　　　　　　　る人や団体に負担してもらう　

　　　　　　　　　　　  お金

国県支出金・・・町が行う特定の事業に対して、　　

　　　　　　　　    国や県から交付されるお金

寄附金・・・町の事業のために皆さんからいただ

              いたお金

繰入金・・・会計間相互の資金運用や、基金を取り

              崩したお金

町債・・・特定の事業を行うために、長期間にわた

           り借り入れするお金

総務費・・・全般的な管理事務、広報文書、財産管

              理、徴税、選挙などのお金

民生費・・・高齢者や児童等の福祉のためのお金

衛生費・・・健康診査などの保健事業、ごみ・し尿　

　　　　　　 処理などの環境衛生のお金

商工観光費・・・商工業の振興、観光対策などの　

　　　　　　　　    お金

土木費・・・道路、公園、住宅などの整備・管理の　

　　　　　　  お金

消防費・・・消火・救急・予防業務のお金

教育費・・・幼稚園や小・中学校、文化活動のため

              のお金

公債費・・・国や県、銀行などから借りたお金・

              利息の返済金

歳入総額　　　39億3,207万9千円

歳出総額　　 37億5,299万4千円

特別会計

区分 歳入決算額 歳出決算額

国民健康保険事業(事業勘定) 9億6,328万3千円 9億5,100万7千円

国民健康保険事業(施設勘定) 9,440万3千円 9,334万5千円

真 鶴 魚 座 ・ ケ ー プ 真 鶴 2,534万6千円 2,534万6千円

介 護 保 険 事 業 10億3,275万9千円 9億7,274万4千円

後 期 高 齢 者 医 療 1億5,362万5千円 1億5,022万4千円

合計 22億6,941万6千円 21億9,266万6千円

企業会計

土地 307万1,291㎡

建物 3万2,031㎡

山林 130万107㎡

立木推定蓄積量 1万9,972㎥

無体財産権 3件

有価証券 550千円

出資による権利 1,901万4千円

現金 8億963万円

土地 1万5,818㎡

公有財産

基金

区分 残高

一般会計 28億7,194万3千円

国民健康保険施設勘定 1億2,347万8千円

合計 29億9,542万1千円

町民1人あたり(※３) 45万1千円

収入決算額 支出決算額

収益的 2億1,821万8千円 2億2,776万3千円

資本的 510万円 7,149万5千円

収益的 2億1,454万円 2億2,409万4千円

資本的 1億1,852万8千円 1億6,536万2千円

水道事業

区分

下水道事業

　町では、条例に基づき年２回、財政状況を

公表しています。　今回は、2023年度決算

の概況について、町民の皆様にお知らせい

たします。

※2024年度の上半期の財政状況は、ホー

ムページでご確認ください。

　　　　　　　　　　　　　   財務課　☎内線３５１

その他の自主財源（※１）
2億485万7千円
（5.2％）

国庫支出金
4億978万9千円
（10.4％）

県支出金
2億1,647万9千円
（5.5％）

町債
1億3,872万9千円
（3.5％）

譲与税・その他交付金など
4,856万2千円
（1.2％）

※１　その他の自主財源…分担金および負担金(3,881万6千円)、

使用料および手数料(4,460万2千円)、財産収入(5,564万

7千円)、寄附金(932万3千円)、諸収入(5,646万9千円)

総務費
6億1,433万8千円
（16.4％）

民生費
11億3,120万円
（30.1％）

衛生費
4億4,659万8千円
（11.9％）

商工観光費
8,960万1千円（2.4％）

土木費
1億5,183万4千円
（4.1％）

消防費
2億21万7千円
（5.3％）

教育費
4億4,250万円
（11.8％）

公債費
4億2,262万1千円
（11.3％）

その他(※２)
2億1,097万7千円（5.6％）

※２　その他…議会費(6,617万7千円)、災害復旧費(0円)、諸支出金(1億4,480万円）

※３　2024年３月31日時点の人口6,637人で算出

町民１人あたりの額

１人あたりの負担額（町税）　　　13万7,711円

１人あたりに使われた額       　45万1千円　　　

（2024年３月３１日時点の人口6,637人で算出）

農林水産業費
4,310万8千円（1.1％）

　消費税引き上げ分に係る地方消費税交付金の増収分は社会保障関連経費に充てることとされており、2023年度における

その使途は次の表のとおりです。

用語解説

地方消費税交付金
1億4,194万5千円
（3.6％）

2023年度

決算
報告

2023年度

決算
報告

町税
9億1,398万9千円
（23.2％）

繰入金
1億1,556万6千円
（2.9％）

繰越金
1億7,558万7千円
（4.5％）

歳入

地方交付税
15億6,657万6千円
（39.8％）

区分 事業名 事業費 一般財源
うち消費税交付税

引き上げ分

障 害 者 自 立 支 援 事 業 1億9,140万3千円 5,918万1千円 2,493万8千円

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 1億1,286万9千円 1億1,287万円 4,749万2千円

子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 2,661万4千円 1,762万1千円 740万5千円

小計 3億3,088万6千円 1億8,967万2千円 7,983万5千円

妊 婦 ・ 母 子 保 健 事 業 336万7千円 313万6千円 127万7千円

健 康 診 査 ・ 予 防 接 種 事 業 1,018万8千円 941万6千円 400万円

小計 1,355万5千円 1,255万2千円 527万7千円

3億4,444万1千円 2億222万4千円 8,511万2千円合計

衛
生
費

民
生
費
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一般会計

消費税引き上げ分に係る地方消費税交付金の使途

町　債　町が所有している財産

歳出

町税・・・町民の皆さんに納めていただくお金

譲与税・交付金・・・国税の一部から一定の基準で  

                         交付されるお金

地方交付税・・・行政サービスを保証するために

                     国から交付されるお金

分担金・負担金・・・特定の事業により利益を受け

　　　　　　　　　　　　る人や団体に負担してもらう　

　　　　　　　　　　　  お金

国県支出金・・・町が行う特定の事業に対して、　　

　　　　　　　　    国や県から交付されるお金

寄附金・・・町の事業のために皆さんからいただ

              いたお金

繰入金・・・会計間相互の資金運用や、基金を取り

              崩したお金

町債・・・特定の事業を行うために、長期間にわた

           り借り入れするお金

総務費・・・全般的な管理事務、広報文書、財産管

              理、徴税、選挙などのお金

民生費・・・高齢者や児童等の福祉のためのお金

衛生費・・・健康診査などの保健事業、ごみ・し尿　

　　　　　　 処理などの環境衛生のお金

商工観光費・・・商工業の振興、観光対策などの　

　　　　　　　　    お金

土木費・・・道路、公園、住宅などの整備・管理の　

　　　　　　  お金

消防費・・・消火・救急・予防業務のお金

教育費・・・幼稚園や小・中学校、文化活動のため

              のお金

公債費・・・国や県、銀行などから借りたお金・

              利息の返済金

歳入総額　　　39億3,207万9千円

歳出総額　　 37億5,299万4千円

特別会計

区分 歳入決算額 歳出決算額

国民健康保険事業(事業勘定) 9億6,328万3千円 9億5,100万7千円

国民健康保険事業(施設勘定) 9,440万3千円 9,334万5千円

真 鶴 魚 座 ・ ケ ー プ 真 鶴 2,534万6千円 2,534万6千円

介 護 保 険 事 業 10億3,275万9千円 9億7,274万4千円

後 期 高 齢 者 医 療 1億5,362万5千円 1億5,022万4千円

合計 22億6,941万6千円 21億9,266万6千円

企業会計

土地 307万1,291㎡

建物 3万2,031㎡

山林 130万107㎡

立木推定蓄積量 1万9,972㎥

無体財産権 3件

有価証券 550千円

出資による権利 1,901万4千円

現金 8億963万円

土地 1万5,818㎡

公有財産

基金

区分 残高

一般会計 28億7,194万3千円

国民健康保険施設勘定 1億2,347万8千円

合計 29億9,542万1千円

町民1人あたり(※３) 45万1千円

収入決算額 支出決算額

収益的 2億1,821万8千円 2億2,776万3千円

資本的 510万円 7,149万5千円

収益的 2億1,454万円 2億2,409万4千円

資本的 1億1,852万8千円 1億6,536万2千円

水道事業

区分

下水道事業

　町では、条例に基づき年２回、財政状況を

公表しています。　今回は、2023年度決算

の概況について、町民の皆様にお知らせい

たします。

※2024年度の上半期の財政状況は、ホー

ムページでご確認ください。

　　　　　　　　　　　　　   財務課　☎内線３５１

その他の自主財源（※１）
2億485万7千円
（5.2％）

国庫支出金
4億978万9千円
（10.4％）

県支出金
2億1,647万9千円
（5.5％）

町債
1億3,872万9千円
（3.5％）

譲与税・その他交付金など
4,856万2千円
（1.2％）

※１　その他の自主財源…分担金および負担金(3,881万6千円)、

使用料および手数料(4,460万2千円)、財産収入(5,564万

7千円)、寄附金(932万3千円)、諸収入(5,646万9千円)

総務費
6億1,433万8千円
（16.4％）

民生費
11億3,120万円
（30.1％）

衛生費
4億4,659万8千円
（11.9％）

商工観光費
8,960万1千円（2.4％）

土木費
1億5,183万4千円
（4.1％）

消防費
2億21万7千円
（5.3％）

教育費
4億4,250万円
（11.8％）

公債費
4億2,262万1千円
（11.3％）

その他(※２)
2億1,097万7千円（5.6％）

※２　その他…議会費(6,617万7千円)、災害復旧費(0円)、諸支出金(1億4,480万円）

※３　2024年３月31日時点の人口6,637人で算出

町民１人あたりの額

１人あたりの負担額（町税）　　　13万7,711円

１人あたりに使われた額       　45万1千円　　　

（2024年３月３１日時点の人口6,637人で算出）

農林水産業費
4,310万8千円（1.1％）

　消費税引き上げ分に係る地方消費税交付金の増収分は社会保障関連経費に充てることとされており、2023年度における

その使途は次の表のとおりです。

用語解説

地方消費税交付金
1億4,194万5千円
（3.6％）

2023年度

決算
報告

2023年度

決算
報告

町税
9億1,398万9千円
（23.2％）

繰入金
1億1,556万6千円
（2.9％）

繰越金
1億7,558万7千円
（4.5％）

歳入

地方交付税
15億6,657万6千円
（39.8％）

区分 事業名 事業費 一般財源
うち消費税交付税

引き上げ分

障 害 者 自 立 支 援 事 業 1億9,140万3千円 5,918万1千円 2,493万8千円

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 1億1,286万9千円 1億1,287万円 4,749万2千円

子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 2,661万4千円 1,762万1千円 740万5千円

小計 3億3,088万6千円 1億8,967万2千円 7,983万5千円

妊 婦 ・ 母 子 保 健 事 業 336万7千円 313万6千円 127万7千円

健 康 診 査 ・ 予 防 接 種 事 業 1,018万8千円 941万6千円 400万円

小計 1,355万5千円 1,255万2千円 527万7千円

3億4,444万1千円 2億222万4千円 8,511万2千円合計

衛
生
費

民
生
費
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役
立
て
よ
う
！

あ
な
た
の
健
診
結
果

◆真鶴町役場　代表電話番号　0465-68-1131◆広報真鶴　2024年11月号 広報真鶴　2024年11月号

　◇
日
時
　
　

　
11
月
９
日
㈯

　
10
時
〜(
荒
天
中
止)

◇
会
場
　
真
鶴
港

◇
内
容

　
真
鶴
よ
さ
こ
い
大
漁

　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
４

　
真
鶴
な
ら
で
は
の
海
の
上

(
台
船
)
で
の
演
舞
！

【
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

・
開
会
式  

11
時
30
分
〜
12
時

・
流
し
演
舞
　
12
時
〜

・
ひ
な
づ
る
幼
稚
園
児
に
よ

　
る
演
舞
　
13
時
20
分
〜

・
定
点
演
舞
　
13
時
30
分
〜

・
フ
ラ
フ
シ
ョ
ー

　
16
時
30
分
〜

・
表
彰
式
、
閉
会
式

　
16
時
55
分
〜

  

秋
の
真
鶴
港
を
彩
る
花
火
！

　
17
時
35
分
ご
ろ
〜

※

イ
ベ
ン
ト
の
進
行
状
況
に

　
よ
り
、
時
間
が
多
少
前
後

　
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

豊
漁
豊
作
市

　
「
海
(
わ
た
つ
み
)
の
ま

　
ち
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
産

　
業
振
興
祭
。
　

　
10
時
〜
18
時

◇
協
賛
金
の
募
集

　
１
口
１
０
０
０
円
　

　
役
場
産
業
観
光
課
、
観
光

　
協
会
、
商
工
会
に
て
受
付

　
中
。
小
さ
な
力
も
集
ま
れ

　
ば
大
き
く
な
り
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
当
日
ま
で
募
集

　
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ

　
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

　
た
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・問
い
合
わ
せ

　
海
(
わ
た
つ
み
)
の
ま
ち

　
豊
漁
豊
作
祭
実
行
委
員
会

(
産
業
観
光
課
)

　
☎
内
線
３
３
１
〜
３
３
４

　
「
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
心

も
か
ら
だ
も
健
康
で
い
よ

う
！
」
を
テ
ー
マ
に
成
人
学

級
を
開
催
し
ま
す
。

◇
対
象
　

　
町
内
在
住
・
在
勤
の
成
人

◇
定
員
　
40
名

◇
参
加
費
　
無
料

◇
申
込
期
間

　
11
月
１
日
㈮
〜
８
日
㈮
　

　
９
時
〜
17
時

※

４
日
㈪
除
く

講
座
①

「真
鶴
半
島
採
石
場
跡
の
謎
」

・
日
時
　
11
月
13
日
㈬

　
10
時
〜
11
時
30
分

・
場
所
　
町
民
セ
ン
タ
ー

　
３
階
　
講
義
室

・
内
容

　
真
鶴
半
島
の
岩
礁
海
岸
に

　
は
、
各
所
に
採
石
の
跡
が

　
存
在
し
ま
す
。
こ
れ
ら
は

　
地
質
と
歴
史
文
化
の
接
点

　
を
示
す
も
の
で
、
番
場
浦

　
海
岸
の
採
石
場
跡
は
、
箱

　
根
ジ
オ
パ
ー
ク
の
ジ
オ
サ

　
イ
ト
に
も
指
定
さ
れ
て
い

　
ま
す
。
採
石
は
複
数
の
時

　
代
で
行
わ
れ
た
よ
う
で
す

　
が
、
一
体
い
つ
の
時
代
で

　
し
ょ
う
か
？
文
献
上
の
記

　
録
が
乏
し
い
中
、
地
質
学

　
的
な
証
拠
で
考
え
て
み
ま

　
し
ょ
う
。 

・
講
師

　
箱
根
町
企
画
課

　
箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室

　
事
務
局
次
長

　
笠
間 

友
博 

氏 

講
座
②

町
の
保
健
室
企
画

「
転
ば
ず
歩
け
る
元
気
な
足
　

　
づ
く
り
」

・
日
時
　
11
月
21
日
㈭

　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

・
場
所
　
町
民
セ
ン
タ
ー

　
３
階
　
講
堂 

〇
第
１
部

「
一
生
歩
く
、
足
の
手
入
れ

　
と
靴
の
履
き
方
」

　
一
生
自
分
の
足
で
歩
く
た

　
め
に
大
事
な
足
の
手
入
れ

　
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
と
、

　
靴
を
き
ち
ん
と
履
く
こ
と

　
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
ょ

　
う
。

・
講
師

　
日
本
フ
ッ
ト
ケ
ア
・
足
病

　
医
学
会
認
定
師

　
義
肢
装
具
士

　
滝
澤 

祐
子 

氏

〇
第
２
部

「
転
倒
を
防
ぐ
暮
ら
し
か
た
」

　
転
ば
ず
元
気
に
過
ご
す
た

　
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い

　
か
、
体
操
を
し
な
が
ら
学

　
び
ま
し
ょ
う
。

・
講
師

　
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
真
鶴

　
管
理
者
兼
作
業
療
法
士

　
杉
田 

謙
太
郎 

氏

〇
そ
の
他

　
体
力
を
維
持
し
た
い
人
や

　
体
力
に
不
安
が
あ
る
人
に

　
役
立
つ
町
の
事
業
を
紹
介

　
し
ま
す
。 

　

※

12
月
４
日
㈬
に
予
定
し
て

　
い
る
社
会
見
学
は
、
前

　
期
・
後
期
の
講
座
の
参
加

　
回
数
が
多
い
方
が
優
先
と

　
な
り
ま
す
。

※

11
月
21
日
㈭
の
講
座
は
、

　
飲
み
物
を
ご
持
参
い
た
だ

　
き
、
歩
き
や
す
い
靴
・
動

　
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し

　
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課
☎
内
線
４
４
０

海
の
ま
ち
豊
漁
豊
作
祭

真
鶴
よ
さ
こ
い
大
漁

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

◇
日
時
　

　
11
月
18
日
㈪
13
時
40
分
〜

◇
場
所

　
町
民
セ
ン
タ
ー
３
階

　
講
堂

※

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

　
前
日
ま
で
に
教
育
課
教
育

　
総
務
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

　
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課
☎
内
線
４
３
４

　
子
育
て
サ
ロ
ン
「
ま
な
っ

こ
ひ
ろ
ば
」
で
は
、
就
学
前

の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
「
お

た
ん
じ
ょ
う
び
か
い
」
を
開

催
し
ま
す
。
み
ん
な
で
お
祝

い
し
ま
し
ょ
う
。

◇
日
時
　

　
11
月
27
日
㈬ 

10
時
〜
11
時

◇
会
場

　
町
民
セ
ン
タ
ー
２
階

　
第
３
会
議
室

◇
内
容

　
手
遊
び
、
エ
プ
ロ
ン
シ
ア

　
タ
ー
等

◇
予
約
制

　
事
前
申
込
制

◇
そ
の
他

　
手
形
足
形
プ
レ
ゼ
ン
ト

(
対
象
は
、
就
学
前
10
月
、

　
11
月
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん)

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
こ
ど
も
課

　(

旧
福
祉
課)

☎
内
線
２
３
１

　
第
１
回
ま
な
づ
る
健
康
ま

つ
り
を
開
催
し
ま
す
。
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
く

楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
同
時

に
健
康
に
関
す
る
知
識
を
深

め
ら
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
ま
た
、
町
民
の
皆
様
が

日
々
の
生
活
の
中
で
疑
問
に

思
っ
て
い
る
こ
と
を
、
専
門

の
職
員
に
相
談
で
き
る
チ
ャ

ン
ス
で
す
。
皆
様
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

◇
日
時

　
11
月
29
日
㈮

　
13
時
〜
15
時

◇
場
所

　
情
報
セ
ン
タ
ー
１
階

◇
費
用
　
無
料

◇
申
し
込
み
　
不
要

◇
対
象
　
真
鶴
町
民

◇
内
容

【
相
談
コ
ー
ナ
ー
】

・
薬
剤
師
、
保
健
師
、
管
理

　
栄
養
士
等
に
よ
る
健
康
相
談

【
測
定
コ
ー
ナ
ー
】

・
体
組
成(

体
脂
肪
・
筋
肉

　
量
等)

の
測
定

・
体
力
測
定(

握
力
／
足
指
力

　
／
５
ｍ
歩
行
／
片
足
立
ち)

・
肺
年
齢
の
測
定

・
ベ
ジ
チ
ェ
ッ
ク(

推
定
野

　
菜
摂
取
量)

の
測
定

・
尿
検
査

【
体
験
コ
ー
ナ
ー
】

・
ま
な
づ
る
生
き
活
き
健
康

　
体
操

・
栄
養
補
給
に
役
立
つ
商
品

　
の
ご
紹
介

・
カ
ー
レ
ッ
ト(

卓
上
で
行

　
う
カ
ー
リ
ン
グ
の
よ
う
な

　
ス
ポ
ー
ツ)

【
交
流
コ
ー
ナ
ー
】

・
町
や
社
会
福
祉
協
議
会
、

　
町
の
保
健
室
の
活
動
を
ご

　
案
内(

休
憩
、
雑
談
ス

　
ペ
ー
ス
と
し
て
も
お
使
い

　
い
た
だ
け
ま
す
。)

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
こ
ど
も
課

(
旧
健
康
長
寿
課
)

　
☎
内
線
２
２
７

　
健
康
診
断
は
受
け
た
も
の

の
、
「
結
果
を
見
て
ど
う
す

れ
ば
よ
い
の
か
」
「
生
活
習

慣
を
見
直
す
に
は
何
か
ら
始

め
れ
ば
い
い
か
わ
か
ら
な

い
」
な
ど
、
健
康
診
断
の
結

果
を
見
て
そ
の
ま
ま
に
し
て

い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
？

　
健
康
診
断
を
受
け
て
あ
な

た
自
身
が
得
す
る
人
に
な
る

た
め
に
、
健
康
診
断
結
果
の

見
方
な
ど
医
師
が
ア
ド
バ
イ

ス
を
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の

機
会
に
参
加
し
て
健
康
づ
く

り
に
挑
戦
し
ま
し
ょ
う
。

◇
日
時

　
11
月
15
日
㈮

　
13
時
30
分
〜
15
時

◇
場
所

　
町
民
セ
ン
タ
ー
３
階

　
講
義
室

◇
対
象

・
真
鶴
町
国
民
健
康
保
険
加

　
入
者
で
特
定
健
康
診
査
を

　
受
診
し
た
方(

40
歳
〜
74
歳)

・
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
を

　
受
診
し
た
方(

75
歳
以
上)

◇
内
容

【
医
師
講
話
】

「
役
立
て
よ
う
！
健
診
結
果

　
〜
健
診
で
得
す
る
人
に
な

　
る
た
め
に
〜
」

・
講
師

　
真
鶴
町
国
民
健
康
保
険

　
診
療
所
　
医
師

　
井
上 

真
光
人 

氏

◇
定
員
　
40
名

◇
申
し
込
み
　

　
電
話
申
込
制

(
定
員
に
な
り
次
第
締
切
)

■
問
い
合
わ
せ
　
　

　
健
康
こ
ど
も
課

(
旧
健
康
長
寿
課
)

　
☎
内
線
２
２
６
・
２
２
７

真
鶴
町
学
校
建
設
準
備

委
員
会
開
催
の
お
知
ら
せ

２
０
２
４
年
度
真
鶴
町

成
人
学
級
〔
後
期
〕

ま
な
っ
こ
ひ
ろ
ば
　

お
た
ん
じ
ょ
う
び
か
い

令
和
６
年
度
　
第
１
回

ま
な
づ
る
健
康
ま
つ
り

わ
た
つ
み
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　◇
日
時
　
　

　
11
月
９
日
㈯

　
10
時
〜(

荒
天
中
止)

◇
会
場
　
真
鶴
港

◇
内
容

　
真
鶴
よ
さ
こ
い
大
漁

　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
４

　
真
鶴
な
ら
で
は
の
海
の
上

(
台
船
)
で
の
演
舞
！

【
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

・
開
会
式  

11
時
30
分
〜
12
時

・
流
し
演
舞
　
12
時
〜

・
ひ
な
づ
る
幼
稚
園
児
に
よ

　
る
演
舞
　
13
時
20
分
〜

・
定
点
演
舞
　
13
時
30
分
〜

・
フ
ラ
フ
シ
ョ
ー

　
16
時
30
分
〜

・
表
彰
式
、
閉
会
式

　
16
時
55
分
〜

  

秋
の
真
鶴
港
を
彩
る
花
火
！

　
17
時
35
分
ご
ろ
〜

※

イ
ベ
ン
ト
の
進
行
状
況
に

　
よ
り
、
時
間
が
多
少
前
後

　
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

豊
漁
豊
作
市

　
「
海
(
わ
た
つ
み
)
の
ま

　
ち
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
産

　
業
振
興
祭
。
　

　
10
時
〜
18
時

◇
協
賛
金
の
募
集

　
１
口
１
０
０
０
円
　

　
役
場
産
業
観
光
課
、
観
光

　
協
会
、
商
工
会
に
て
受
付

　
中
。
小
さ
な
力
も
集
ま
れ

　
ば
大
き
く
な
り
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
当
日
ま
で
募
集

　
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ

　
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

　
た
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・問
い
合
わ
せ

　
海
(
わ
た
つ
み
)
の
ま
ち

　
豊
漁
豊
作
祭
実
行
委
員
会

(
産
業
観
光
課
)

　
☎
内
線
３
３
１
〜
３
３
４

　
「
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
心

も
か
ら
だ
も
健
康
で
い
よ

う
！
」
を
テ
ー
マ
に
成
人
学

級
を
開
催
し
ま
す
。

◇
対
象
　

　
町
内
在
住
・
在
勤
の
成
人

◇
定
員
　
40
名

◇
参
加
費
　
無
料

◇
申
込
期
間

　
11
月
１
日
㈮
〜
８
日
㈮
　

　
９
時
〜
17
時

※

４
日
㈪
除
く

講
座
①

「真
鶴
半
島
採
石
場
跡
の
謎
」

・
日
時
　
11
月
13
日
㈬

　
10
時
〜
11
時
30
分

・
場
所
　
町
民
セ
ン
タ
ー

　
３
階
　
講
義
室

・
内
容

　
真
鶴
半
島
の
岩
礁
海
岸
に

　
は
、
各
所
に
採
石
の
跡
が

　
存
在
し
ま
す
。
こ
れ
ら
は

　
地
質
と
歴
史
文
化
の
接
点

　
を
示
す
も
の
で
、
番
場
浦

　
海
岸
の
採
石
場
跡
は
、
箱

　
根
ジ
オ
パ
ー
ク
の
ジ
オ
サ

　
イ
ト
に
も
指
定
さ
れ
て
い

　
ま
す
。
採
石
は
複
数
の
時

　
代
で
行
わ
れ
た
よ
う
で
す

　
が
、
一
体
い
つ
の
時
代
で

　
し
ょ
う
か
？
文
献
上
の
記

　
録
が
乏
し
い
中
、
地
質
学

　
的
な
証
拠
で
考
え
て
み
ま

　
し
ょ
う
。 

・
講
師

　
箱
根
町
企
画
課

　
箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室

　
事
務
局
次
長

　
笠
間 

友
博 

氏 

講
座
②

町
の
保
健
室
企
画

「
転
ば
ず
歩
け
る
元
気
な
足
　

　
づ
く
り
」

・
日
時
　
11
月
21
日
㈭

　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

・
場
所
　
町
民
セ
ン
タ
ー

　
３
階
　
講
堂 

〇
第
１
部

「
一
生
歩
く
、
足
の
手
入
れ

　
と
靴
の
履
き
方
」

　
一
生
自
分
の
足
で
歩
く
た

　
め
に
大
事
な
足
の
手
入
れ

　
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
と
、

　
靴
を
き
ち
ん
と
履
く
こ
と

　
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
ょ

　
う
。

・
講
師

　
日
本
フ
ッ
ト
ケ
ア
・
足
病

　
医
学
会
認
定
師

　
義
肢
装
具
士

　
滝
澤 

祐
子 

氏

〇
第
２
部

「
転
倒
を
防
ぐ
暮
ら
し
か
た
」

　
転
ば
ず
元
気
に
過
ご
す
た

　
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い

　
か
、
体
操
を
し
な
が
ら
学

　
び
ま
し
ょ
う
。

・
講
師

　
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
真
鶴

　
管
理
者
兼
作
業
療
法
士

　
杉
田 

謙
太
郎 

氏

〇
そ
の
他

　
体
力
を
維
持
し
た
い
人
や

　
体
力
に
不
安
が
あ
る
人
に

　
役
立
つ
町
の
事
業
を
紹
介

　
し
ま
す
。 

　

※

12
月
４
日
㈬
に
予
定
し
て

　
い
る
社
会
見
学
は
、
前

　
期
・
後
期
の
講
座
の
参
加

　
回
数
が
多
い
方
が
優
先
と

　
な
り
ま
す
。

※

11
月
21
日
㈭
の
講
座
は
、

　
飲
み
物
を
ご
持
参
い
た
だ

　
き
、
歩
き
や
す
い
靴
・
動

　
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し

　
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課
☎
内
線
４
４
０

海
の
ま
ち
豊
漁
豊
作
祭

真
鶴
よ
さ
こ
い
大
漁

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

◇
日
時
　

　
11
月
18
日
㈪
13
時
40
分
〜

◇
場
所

　
町
民
セ
ン
タ
ー
３
階

　
講
堂

※

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

　
前
日
ま
で
に
教
育
課
教
育

　
総
務
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

　
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課
☎
内
線
４
３
４

　
子
育
て
サ
ロ
ン
「
ま
な
っ

こ
ひ
ろ
ば
」
で
は
、
就
学
前

の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
「
お

た
ん
じ
ょ
う
び
か
い
」
を
開

催
し
ま
す
。
み
ん
な
で
お
祝

い
し
ま
し
ょ
う
。

◇
日
時
　

　
11
月
27
日
㈬ 

10
時
〜
11
時

◇
会
場

　
町
民
セ
ン
タ
ー
２
階

　
第
３
会
議
室

◇
内
容

　
手
遊
び
、
エ
プ
ロ
ン
シ
ア

　
タ
ー
等

◇
予
約
制

　
事
前
申
込
制

◇
そ
の
他

　
手
形
足
形
プ
レ
ゼ
ン
ト

(
対
象
は
、
就
学
前
10
月
、

　
11
月
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん)

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
こ
ど
も
課

　(

旧
福
祉
課)

☎
内
線
２
３
１

　
第
１
回
ま
な
づ
る
健
康
ま

つ
り
を
開
催
し
ま
す
。
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
く

楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
同
時

に
健
康
に
関
す
る
知
識
を
深

め
ら
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
ま
た
、
町
民
の
皆
様
が

日
々
の
生
活
の
中
で
疑
問
に

思
っ
て
い
る
こ
と
を
、
専
門

の
職
員
に
相
談
で
き
る
チ
ャ

ン
ス
で
す
。
皆
様
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

◇
日
時

　
11
月
29
日
㈮

　
13
時
〜
15
時

◇
場
所

　
情
報
セ
ン
タ
ー
１
階

◇
費
用
　
無
料

◇
申
し
込
み
　
不
要

◇
対
象
　
真
鶴
町
民

◇
内
容

【
相
談
コ
ー
ナ
ー
】

・
薬
剤
師
、
保
健
師
、
管
理

　
栄
養
士
等
に
よ
る
健
康
相
談

【
測
定
コ
ー
ナ
ー
】

・
体
組
成(

体
脂
肪
・
筋
肉

　
量
等)

の
測
定

・
体
力
測
定(

握
力
／
足
指
力

　
／
５
ｍ
歩
行
／
片
足
立
ち)

・
肺
年
齢
の
測
定

・
ベ
ジ
チ
ェ
ッ
ク(

推
定
野

　
菜
摂
取
量)

の
測
定

・
尿
検
査

【
体
験
コ
ー
ナ
ー
】

・
ま
な
づ
る
生
き
活
き
健
康

　
体
操

・
栄
養
補
給
に
役
立
つ
商
品

　
の
ご
紹
介

・
カ
ー
レ
ッ
ト(

卓
上
で
行

　
う
カ
ー
リ
ン
グ
の
よ
う
な

　
ス
ポ
ー
ツ)

【
交
流
コ
ー
ナ
ー
】

・
町
や
社
会
福
祉
協
議
会
、

　
町
の
保
健
室
の
活
動
を
ご

　
案
内(

休
憩
、
雑
談
ス

　
ペ
ー
ス
と
し
て
も
お
使
い

　
い
た
だ
け
ま
す
。)

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
こ
ど
も
課

(
旧
健
康
長
寿
課
)

　
☎
内
線
２
２
７

　
健
康
診
断
は
受
け
た
も
の

の
、
「
結
果
を
見
て
ど
う
す

れ
ば
よ
い
の
か
」
「
生
活
習

慣
を
見
直
す
に
は
何
か
ら
始

め
れ
ば
い
い
か
わ
か
ら
な

い
」
な
ど
、
健
康
診
断
の
結

果
を
見
て
そ
の
ま
ま
に
し
て

い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
？

　
健
康
診
断
を
受
け
て
あ
な

た
自
身
が
得
す
る
人
に
な
る

た
め
に
、
健
康
診
断
結
果
の

見
方
な
ど
医
師
が
ア
ド
バ
イ

ス
を
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の

機
会
に
参
加
し
て
健
康
づ
く

り
に
挑
戦
し
ま
し
ょ
う
。

◇
日
時

　
11
月
15
日
㈮

　
13
時
30
分
〜
15
時

◇
場
所

　
町
民
セ
ン
タ
ー
３
階

　
講
義
室

◇
対
象

・
真
鶴
町
国
民
健
康
保
険
加

　
入
者
で
特
定
健
康
診
査
を

　
受
診
し
た
方(

40
歳
〜
74
歳)

・
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
を

　
受
診
し
た
方(

75
歳
以
上)

◇
内
容

【
医
師
講
話
】

「
役
立
て
よ
う
！
健
診
結
果

　
〜
健
診
で
得
す
る
人
に
な

　
る
た
め
に
〜
」

・
講
師

　
真
鶴
町
国
民
健
康
保
険

　
診
療
所
　
医
師

　
井
上 

真
光
人 

氏

◇
定
員
　
40
名

◇
申
し
込
み
　

　
電
話
申
込
制

(
定
員
に
な
り
次
第
締
切
)

■
問
い
合
わ
せ
　
　

　
健
康
こ
ど
も
課

(
旧
健
康
長
寿
課
)

　
☎
内
線
２
２
６
・
２
２
７

真
鶴
町
学
校
建
設
準
備

委
員
会
開
催
の
お
知
ら
せ

２
０
２
４
年
度
真
鶴
町

成
人
学
級
〔
後
期
〕

ま
な
っ
こ
ひ
ろ
ば
　

お
た
ん
じ
ょ
う
び
か
い

令
和
６
年
度
　
第
１
回

ま
な
づ
る
健
康
ま
つ
り

わ
た
つ
み
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町
で
は
、
先
人
か
ら
引
き

継
い
だ
真
鶴
町
の
象
徴
で
あ

る
「
御
林(
お
は
や
し)

」
の

現
状
を
知
る
た
め
、
「
お
林

調
査
」
を
平
成
27
年
度
か
ら

継
続
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
、
ご
指
導
い
た

だ
く
専
門
家
の
方
に
自
然
環

境
に
つ
い
て
の
お
話
し
を
伺

い
な
が
ら
調
査
を
実
施
し
ま

す
。

　
皆
さ
ん
の
憩
い
の
場
と
し

て
の
お
林
に
親
し
ん
で
い
た

だ
く
良
い
機
会
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
実
施
日

　
12
月
14
日
㈯
、
15
日
㈰

◇
時
間

　
９
時
　
ケ
ー
プ
真
鶴
集
合

　
９
時
30
分
〜
正
午  

調
査

(
各
自
昼
食
)

　
13
時
〜
15
時
　
調
査

◇
注
意
事
項
　
　

　
歩
き
や
す
い
格
好
で
ご
参

　
加
く
だ
さ
い
。

◇
雨
天
の
場
合

　
中
止
の
場
合
は
参
加
者
の

　
皆
様
に
ご
連
絡
さ
せ
て
い

　
た
だ
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
・問
い
合
わ
せ

　
産
業
観
光
課
☎
内
線
３
３
３

　
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
業

務
を
し
て
く
だ
さ
る
方
を
募

集
し
て
お
り
ま
す
。
徒
歩
や

原
動
機
付
自
転
車
等
で
移
動

し
、
町
内
の
水
道
メ
ー
タ
ー

を
検
針
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
業
務
日

　
毎
月
こ
ち
ら
が
指
定
し
た

　
月
末
月
始
の
４
日
間
で
す
。

(
そ
の
月
の
曜
日
配
置
に
よ

　
り
前
後
す
る
場
合
あ
り
)

◇
委
託
料

　
検
針
委
託
料
の
単
価
は
、

　
70
円
又
は
80
円
／
件
で
す
。

(
担
当
す
る
地
区
に
よ
り
異

　
な
り
ま
す
)

※

１
回
あ
た
り
の
委
託
料
　

(
例
)

　
２
５
０
件×

70
円

　
　
　
=
１
７
５
０
０
円

　
２
９
０
件×

80
円

　
　
　
=
２
３
２
０
０
円

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
上
下
水
道
課
☎
内
線
３
４
７

　
町
議
会
の
活
動
等
を
説
明

す
る
「
議
会
報
告
会
」
を
開

催
し
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ

の
上
、
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

◇
日
時

　 

11
月
22
日
㈮

　
18
時
〜
(
２
時
間
程
度
)

◇
場
所

　
町
民
セ
ン
タ
ー
３
階 

講
堂

◇
内
容
　

　
町
議
会
の
活
動
、
予
算
・

　
決
算
の
報
告
お
よ
び
意
見

　
交
換

■
問
い
合
わ
せ

　
議
会
事
務
局
☎
内
線
３
６
３

◇
開
催
予
定
日

　
11
月
27
日
㈬
、
29
日
㈮
、  

　
12
月
５
日
㈭
、
６
日
㈮

※

正
式
な
日
程
は
定
例
会
の

　
約
１
週
間
前
に
決
ま
り
、

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し

　
ま
す
。

◇
傍
聴
方
法

　
傍
聴
希
望
の
方
は
、
当
日
、

　
役
場
３
階
議
会
事
務
局
へ

　
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
議
会
は
イ
ン
タ
ー

　
ネ
ッ
ト
中
継
を
し
ま
す
。

　
ラ

イ

ブ

配

信

の

ほ

か

、

　
ア
ー
カ
イ
ブ
で
も
自
由
に

　
視
聴
で
き
ま
す
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
視

　
聴
方
法
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
議
会
事
務
局
☎
内
線
３
６
３

　
公
益
社
団
法
人
コ
ス
モ
ス

成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
小
田
原
西
地
区
に
よ
る

無
料
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
専
門
の
相
談
員
が
無
料

で
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

◇
日
時

　
11
月
23
日
㈯

　
13
時
〜
15
時

◇
会
場 

　
町
民
セ
ン
タ
ー
２
階

　
第
３
会
議
室

◇
相
談
内
容   

　
成
年
後
見
、
相
続
、
遺
言

　
な
ど

◇
費
用  

無
料

◇
申
し
込
み  

不
要

■
問
い
合
わ
せ

　
保
険
福
祉
課(

旧
福
祉
課)

　
☎
内
線
２
３
５

　
旧
土
屋
邸(

岩
５
９
６)

は
、

民
俗
資
料
館
と
し
て
38
年
間

活
用
し
て
き
ま
し
た
が
、
建

物
が
老
朽
化
し
て
雨
漏
り
等

が
発
生
し
収
蔵
品
を
適
切
に

保
管
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、

９
月
末
を
以
て
民
俗
資
料
館

の
機
能
を
廃
止
し
ま
し
た
。

　
た
だ
し
、
旧
土
屋
邸
は
有

識
者
か
ら
も
文
化
的
価
値
が

あ
る
も
の
と
指
摘
さ
れ
て
お

り
、
建
物
を
保
有
す
る
町
と

し
て
今
後
は
民
間
活
力
を
導

入
し
て
補
修
し
、
収
益
事
業

等
も
実
施
し
な
が
ら
再
び
活

用
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
９
月
28
日
に
、
真
鶴
町
は

㈱
エ
ン
ジ
ョ
イ
ワ
ー
ク
ス
と

包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。
同
社
は
鎌
倉
市
を
中

心
に
全
国
で
地
域
住
民
や
共

感
す
る
人
々
を
巻
き
込
み
な

が
ら
古
民
家
や
地
域
の
再
生

を
手
掛
け
て
お
り
、
２
０
２

３
年
に
は
国
土
交
通
省
「
第

１
回
地
域
価
値
を
共
創
す
る

不
動
産
業
ア
ワ
ー
ド
」
で
大

賞
に
輝
い
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
に
は
国
土
交
通
省

の
「
民
間
提
案
型
官
民
連
携

モ
デ
リ
ン
グ
事
業
」
に
お
い

て
真
鶴
町
を
対
象
地
と
し
て

補
助
を
受
け
、
町
が
持
つ
遊

休
不
動
産
の
活
用
モ
デ
ル
を

構
築
し
て
頂
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
町
と
し
て
は
、
同

社
に
旧
土
屋
邸(

旧
民
俗
資

料
館)

の
活
用
を
依
頼
し
、

町
民
と
と
も
に
活
用
方
策
を

探
っ
て
頂
く
想
定
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
政
策
推
進
課
☎
内
線
３
１
３

　
２
０
２
５
年
４
月
１
日
か

ら
役
場
機
能
の
一
部
が
真
鶴

地
域
情
報
セ
ン
タ
ー
２
階
に

移
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
準
備
の
た
め
、
２

０
２
５
年
２
月
１
日
㈯
か
ら

２
階
の
利
用
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
な
お
、
１
階
住
民

サ
ポ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー
、
映
像

ホ
ー
ル
お
よ
び
地
下
１
階
多

目
的
ス
タ
ジ
オ
に
つ
い
て
は

引
き
続
き
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。

◇
移
動
す
る
役
場
機
能

・
保
健
セ
ン
タ
ー

(
町
民
の
健
康
づ
く
り
サ
ー

　
ビ
ス
)

・
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

(
子
ど
も
、
家
庭
な
ど
の
相

　
談
や
サ
ポ
ー
ト
)

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

(
高
齢
者
の
健
康
面
や
生
活

　
全
般
の
相
談
を
受
け
る
、

　
地
域
密
着
型
の
総
合
相
談

　
窓
口
)

■
問
い
合
わ
せ

　
政
策
推
進
課
☎
内
線
３
１
３

　
税
に
ち
な
ん
だ
テ
ー
マ
の

書
道
を
通
じ
、
児
童
の
皆
さ

ん
に
税
の
大
切
さ
を
知
っ
て

い
た
だ
く
べ
く
、
国
税
庁
の

税
を
考
え
る
週
間
(
11
月
11

日
〜
11
月
17
日
)
の
一
環
事

業
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

◇
日
時

　
11
月
９
日
㈯
〜
28
日
㈭

◇
会
場
　
　
　

　
小
田
原
三
の
丸
ホ
ー
ル
・

　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
回
廊
１
階
・

　
２
階

◇
展
示
　

　
特
選
・
金
賞

(
真
鶴
の
小
学
生
の
作
品
も

　
展
示
さ
れ
ま
す
。
)

◇
Ｈ
Ｐ
掲
載 

　

　
特
選

(
期
間
)
11
月
〜
翌
１
月

■
問
い
合
わ
せ

(
公
社)

小
田
原
青
色
申
告

　
会
事
務
局

☎
０
４
６
５
・
24
・
２
６
１
３

　
障
害
者
週
間
の
記
念
行
事

と
し
て
、
障
が
い
者
の
交
流

を
図
る
と
と
も
に
障
が
い
者

が
地
域
で
活
き
活
き
と
生
活

で
き
る
環
境
づ
く
り
や
、
地

域
に
住
む
方
々
に
障
が
い
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
こ
と
な
ど
を
目
的
に
障
害

者
文
化
事
業
を
開
催
し
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
内
で
は
、
「
つ

な
ご
う
み
ん
な
の
心
」
を

テ
ー
マ
に
、
障
が
い
福
祉
関

係
機
関
・
団
体
な
ど
の
作
品

展
示
や
手
作
り
製
品
の
販
売
、

楽
器
演
奏
等
を
行
い
ま
す
。

◇
日
時
　
12
月
７
日
㈯

　
９
時
30
分
〜
15
時

◇
会
場

　
小
田
原
市
川
東
タ
ウ
ン
セ

　
ン
タ
ー
マ
ロ
ニ
エ
　
３
階

　
ホ
ー
ル
、
３
０
１
集
会
室

◇
主
催

　
県
西
地
区
障
害
者
文
化
事

　
業
開
催
協
議
会

■
問
い
合
わ
せ

　
保
険
福
祉
課(

旧
福
祉
課)

　
☎
内
線
２
３
７

旧
民
俗
資
料
館
の

今
後
の
予
定

「お
林
調
査
」の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
ま
す

12
月
議
会
定
例
会
の

お
知
ら
せ

第
43
回
青
色
申
告
・
小
学
生

の
税
の
書
道
展
公
開
展
示

行
政
書
士
の
無
料
相
談
会

第
40
回
県
西
地
区
障
害
者

文
化
事
業

昨年の様子

第
12
回
議
会
報
告
会
を

開
催
し
ま
す

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
員
募
集

真
鶴
地
域
情
報
セ
ン
タ
ー

２
階
の
利
用
中
止
に
つ
い
て

㈱
エ
ン
ジ
ョ
イ
ワ
ー
ク
ス
と

包
括
連
携
協
定
を
結
び
ま
し
た
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町
で
は
、
先
人
か
ら
引
き

継
い
だ
真
鶴
町
の
象
徴
で
あ

る
「
御
林(

お
は
や
し)

」
の

現
状
を
知
る
た
め
、
「
お
林

調
査
」
を
平
成
27
年
度
か
ら

継
続
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
、
ご
指
導
い
た

だ
く
専
門
家
の
方
に
自
然
環

境
に
つ
い
て
の
お
話
し
を
伺

い
な
が
ら
調
査
を
実
施
し
ま

す
。

　
皆
さ
ん
の
憩
い
の
場
と
し

て
の
お
林
に
親
し
ん
で
い
た

だ
く
良
い
機
会
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
実
施
日

　
12
月
14
日
㈯
、
15
日
㈰

◇
時
間

　
９
時
　
ケ
ー
プ
真
鶴
集
合

　
９
時
30
分
〜
正
午  

調
査

(
各
自
昼
食
)

　
13
時
〜
15
時
　
調
査

◇
注
意
事
項
　
　

　
歩
き
や
す
い
格
好
で
ご
参

　
加
く
だ
さ
い
。

◇
雨
天
の
場
合

　
中
止
の
場
合
は
参
加
者
の

　
皆
様
に
ご
連
絡
さ
せ
て
い

　
た
だ
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
・問
い
合
わ
せ

　
産
業
観
光
課
☎
内
線
３
３
３

　
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
業

務
を
し
て
く
だ
さ
る
方
を
募

集
し
て
お
り
ま
す
。
徒
歩
や

原
動
機
付
自
転
車
等
で
移
動

し
、
町
内
の
水
道
メ
ー
タ
ー

を
検
針
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
業
務
日

　
毎
月
こ
ち
ら
が
指
定
し
た

　
月
末
月
始
の
４
日
間
で
す
。

(
そ
の
月
の
曜
日
配
置
に
よ

　
り
前
後
す
る
場
合
あ
り
)

◇
委
託
料

　
検
針
委
託
料
の
単
価
は
、

　
70
円
又
は
80
円
／
件
で
す
。

(
担
当
す
る
地
区
に
よ
り
異

　
な
り
ま
す
)

※

１
回
あ
た
り
の
委
託
料
　

(
例
)

　
２
５
０
件×

70
円

　
　
　
=
１
７
５
０
０
円

　
２
９
０
件×

80
円

　
　
　
=
２
３
２
０
０
円

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
上
下
水
道
課
☎
内
線
３
４
７

　
町
議
会
の
活
動
等
を
説
明

す
る
「
議
会
報
告
会
」
を
開

催
し
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ

の
上
、
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

◇
日
時

　 

11
月
22
日
㈮

　
18
時
〜
(
２
時
間
程
度
)

◇
場
所

　
町
民
セ
ン
タ
ー
３
階 

講
堂

◇
内
容
　

　
町
議
会
の
活
動
、
予
算
・

　
決
算
の
報
告
お
よ
び
意
見

　
交
換

■
問
い
合
わ
せ

　
議
会
事
務
局
☎
内
線
３
６
３

◇
開
催
予
定
日

　
11
月
27
日
㈬
、
29
日
㈮
、  

　
12
月
５
日
㈭
、
６
日
㈮

※

正
式
な
日
程
は
定
例
会
の

　
約
１
週
間
前
に
決
ま
り
、

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し

　
ま
す
。

◇
傍
聴
方
法

　
傍
聴
希
望
の
方
は
、
当
日
、

　
役
場
３
階
議
会
事
務
局
へ

　
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
議
会
は
イ
ン
タ
ー

　
ネ
ッ
ト
中
継
を
し
ま
す
。

　
ラ

イ

ブ

配

信

の

ほ

か

、

　
ア
ー
カ
イ
ブ
で
も
自
由
に

　
視
聴
で
き
ま
す
。

※

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
視

　
聴
方
法
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
議
会
事
務
局
☎
内
線
３
６
３

　
公
益
社
団
法
人
コ
ス
モ
ス

成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
小
田
原
西
地
区
に
よ
る

無
料
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
専
門
の
相
談
員
が
無
料

で
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

◇
日
時

　
11
月
23
日
㈯

　
13
時
〜
15
時

◇
会
場 

　
町
民
セ
ン
タ
ー
２
階

　
第
３
会
議
室

◇
相
談
内
容   

　
成
年
後
見
、
相
続
、
遺
言

　
な
ど

◇
費
用  

無
料

◇
申
し
込
み  

不
要

■
問
い
合
わ
せ

　
保
険
福
祉
課(

旧
福
祉
課)

　
☎
内
線
２
３
５

　
旧
土
屋
邸(

岩
５
９
６)

は
、

民
俗
資
料
館
と
し
て
38
年
間

活
用
し
て
き
ま
し
た
が
、
建

物
が
老
朽
化
し
て
雨
漏
り
等

が
発
生
し
収
蔵
品
を
適
切
に

保
管
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、

９
月
末
を
以
て
民
俗
資
料
館

の
機
能
を
廃
止
し
ま
し
た
。

　
た
だ
し
、
旧
土
屋
邸
は
有

識
者
か
ら
も
文
化
的
価
値
が

あ
る
も
の
と
指
摘
さ
れ
て
お

り
、
建
物
を
保
有
す
る
町
と

し
て
今
後
は
民
間
活
力
を
導

入
し
て
補
修
し
、
収
益
事
業

等
も
実
施
し
な
が
ら
再
び
活

用
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
９
月
28
日
に
、
真
鶴
町
は

㈱
エ
ン
ジ
ョ
イ
ワ
ー
ク
ス
と

包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。
同
社
は
鎌
倉
市
を
中

心
に
全
国
で
地
域
住
民
や
共

感
す
る
人
々
を
巻
き
込
み
な

が
ら
古
民
家
や
地
域
の
再
生

を
手
掛
け
て
お
り
、
２
０
２

３
年
に
は
国
土
交
通
省
「
第

１
回
地
域
価
値
を
共
創
す
る

不
動
産
業
ア
ワ
ー
ド
」
で
大

賞
に
輝
い
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
に
は
国
土
交
通
省

の
「
民
間
提
案
型
官
民
連
携

モ
デ
リ
ン
グ
事
業
」
に
お
い

て
真
鶴
町
を
対
象
地
と
し
て

補
助
を
受
け
、
町
が
持
つ
遊

休
不
動
産
の
活
用
モ
デ
ル
を

構
築
し
て
頂
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
町
と
し
て
は
、
同

社
に
旧
土
屋
邸(

旧
民
俗
資

料
館)

の
活
用
を
依
頼
し
、

町
民
と
と
も
に
活
用
方
策
を

探
っ
て
頂
く
想
定
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
政
策
推
進
課
☎
内
線
３
１
３

　
２
０
２
５
年
４
月
１
日
か

ら
役
場
機
能
の
一
部
が
真
鶴

地
域
情
報
セ
ン
タ
ー
２
階
に

移
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
準
備
の
た
め
、
２

０
２
５
年
２
月
１
日
㈯
か
ら

２
階
の
利
用
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
な
お
、
１
階
住
民

サ
ポ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー
、
映
像

ホ
ー
ル
お
よ
び
地
下
１
階
多

目
的
ス
タ
ジ
オ
に
つ
い
て
は

引
き
続
き
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。

◇
移
動
す
る
役
場
機
能

・
保
健
セ
ン
タ
ー

(
町
民
の
健
康
づ
く
り
サ
ー

　
ビ
ス
)

・
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

(
子
ど
も
、
家
庭
な
ど
の
相

　
談
や
サ
ポ
ー
ト
)

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

(
高
齢
者
の
健
康
面
や
生
活

　
全
般
の
相
談
を
受
け
る
、

　
地
域
密
着
型
の
総
合
相
談

　
窓
口
)

■
問
い
合
わ
せ

　
政
策
推
進
課
☎
内
線
３
１
３

　
税
に
ち
な
ん
だ
テ
ー
マ
の

書
道
を
通
じ
、
児
童
の
皆
さ

ん
に
税
の
大
切
さ
を
知
っ
て

い
た
だ
く
べ
く
、
国
税
庁
の

税
を
考
え
る
週
間
(
11
月
11

日
〜
11
月
17
日
)
の
一
環
事

業
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

◇
日
時

　
11
月
９
日
㈯
〜
28
日
㈭

◇
会
場
　
　
　

　
小
田
原
三
の
丸
ホ
ー
ル
・

　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
回
廊
１
階
・

　
２
階

◇
展
示
　

　
特
選
・
金
賞

(
真
鶴
の
小
学
生
の
作
品
も

　
展
示
さ
れ
ま
す
。
)

◇
Ｈ
Ｐ
掲
載 

　

　
特
選

(
期
間
)
11
月
〜
翌
１
月

■
問
い
合
わ
せ

(
公
社)

小
田
原
青
色
申
告

　
会
事
務
局

☎
０
４
６
５
・
24
・
２
６
１
３

　
障
害
者
週
間
の
記
念
行
事

と
し
て
、
障
が
い
者
の
交
流

を
図
る
と
と
も
に
障
が
い
者

が
地
域
で
活
き
活
き
と
生
活

で
き
る
環
境
づ
く
り
や
、
地

域
に
住
む
方
々
に
障
が
い
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
こ
と
な
ど
を
目
的
に
障
害

者
文
化
事
業
を
開
催
し
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
内
で
は
、
「
つ

な
ご
う
み
ん
な
の
心
」
を

テ
ー
マ
に
、
障
が
い
福
祉
関

係
機
関
・
団
体
な
ど
の
作
品

展
示
や
手
作
り
製
品
の
販
売
、

楽
器
演
奏
等
を
行
い
ま
す
。

◇
日
時
　
12
月
７
日
㈯

　
９
時
30
分
〜
15
時

◇
会
場

　
小
田
原
市
川
東
タ
ウ
ン
セ

　
ン
タ
ー
マ
ロ
ニ
エ
　
３
階

　
ホ
ー
ル
、
３
０
１
集
会
室

◇
主
催

　
県
西
地
区
障
害
者
文
化
事

　
業
開
催
協
議
会

■
問
い
合
わ
せ

　
保
険
福
祉
課(

旧
福
祉
課)

　
☎
内
線
２
３
７

旧
民
俗
資
料
館
の

今
後
の
予
定

「お
林
調
査
」の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
ま
す

12
月
議
会
定
例
会
の

お
知
ら
せ

第
43
回
青
色
申
告
・
小
学
生

の
税
の
書
道
展
公
開
展
示

行
政
書
士
の
無
料
相
談
会

第
40
回
県
西
地
区
障
害
者

文
化
事
業

昨年の様子

第
12
回
議
会
報
告
会
を

開
催
し
ま
す

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
員
募
集

真
鶴
地
域
情
報
セ
ン
タ
ー

２
階
の
利
用
中
止
に
つ
い
て

㈱
エ
ン
ジ
ョ
イ
ワ
ー
ク
ス
と

包
括
連
携
協
定
を
結
び
ま
し
た
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１
８
９(

い
ち
は
や
く)

　
気
づ
い
て
あ
げ
て
　

　
そ
の
サ
イ
ン

<
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
・
児
童

　
虐
待
防
止
推
進
キ
ャ
ン

　
ペ
ー
ン
標
語
　
２
０
２
４

　
年
度
最
優
秀
作
品 

>
　
　

　
　
　
　
　
　

　
こ
ど
も
家
庭
庁
で
は
毎
年

11
月
に
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ

ン
・
児
童
虐
待
防
止
推
進

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
、

家
庭
や
学
校
、
地
域
等
の
社

会
全
般
に
わ
た
り
、
児
童
虐

待
問
題
に
対
す
る
深
い
関
心

と
理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
期
間
中
に
児
童
虐

待
防
止
の
た
め
の
広
報
・
啓

発
活
動
な
ど
様
々
な
取
組
を

集
中
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
「
児
童
虐
待
か
も
」
と

思
っ
た
時
は
、
迷
わ
ず
「
児

童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ

ル

１

８

９

(

い

ち

は

や

く
)
」
、
ま
た
は
、
町
や
小

田
原
児
童
相
談
所
へ
す
ぐ
に

お
電
話
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

・
健
康
こ
ど
も
課

(
旧
福
祉
課)

☎
内
線
２
３
１

・
小
田
原
児
童
相
談
所
　
　

☎
０
４
６
５
・
32
・
８
０
０
０

　
11
月
11
日
㈪
〜
17
日
㈰
は
、

全
国
糖
尿
病
週
間
で
す
。

筋
肉
量
・コ
ツ
コ
ツ
・

積
み
上
げ
　
健
康
長
寿

　
加
齢
や
疾
患
な
ど
に
よ
り

筋
肉
量
が
減
る
と
、
筋
力
や

身
体
の
機
能
低
下
や
免
疫
力

の
低
下
が
起
こ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
筋
力
が
衰
え
る
と
、

血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
不
良

に
な
り
や
す
く
な
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　

　
肉
や
魚
、
卵
、
大
豆
製
品

な
ど
に
多
く
含
ま
れ
る
た
ん

ぱ
く
質
な
ど
筋
肉
の
も
と
と

な
る
栄
養
を
し
っ
か
り
摂
り
、

毎
日
、
コ
ツ
コ
ツ
体
を
動
か

す
こ
と
で
筋
肉
量
を
増
や
す

よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
急
激
な
運
動
は
身
体
に
負

担
が
か
か
る
た
め
、
体
操
な

ど
気
軽
に
で
き
る
こ
と
か
ら

始
め
ま
し
ょ
う
。

食
生
活
を
見
直
そ
う
！

　
日
頃
の
生
活
習
慣
の
乱
れ

や
ス
ト
レ
ス
等
は
、
糖
尿
病

を
発
症
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
毎
食
、
主
食
(
ご
は
ん
、

め
ん
類
、
パ
ン
)
、
主
菜

(
肉
、
魚
、
卵
、
大
豆
製
品

の
お
か
ず
)
、
副
菜
(
野
菜
、

き
の
こ
、
海
藻
、
芋
類
、
こ

ん
に
ゃ
く
の
お
か
ず
)
の
あ

る
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事

を
１
日
３
食
、
決
ま
っ
た
時

間
に
ほ
ぼ
均
等
な
量
を
食
べ

る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

こ
ん
な
と
き
は
、

受
診
し
ま
し
ょ
う
！

○
健
康
診
断
の
結
果
、
糖
尿

　
病
境
界
域
ま
た
は
糖
尿
病

　
を
指
摘
さ
れ
た

○
空
腹
感
が
強
く
た
く
さ
ん

　
食
べ
る

○
の
ど
が
渇
く

○
多
飲
・
多
尿

○
目
の
か
す
み

○
体
重
が
減
る

　

早
期
発
見
・
早
期
治
療
！

　
糖
尿
病
は
生
活
習
慣
の
乱

れ
や
ス
ト
レ
ス
、
遺
伝
が
関

係
し
て
発
症
し
ま
す
。
糖
尿

病
に
な
る
と
目
や
腎
臓
の
病

気
、
神
経
障
害
な
ど
の
合
併

症
を
発
症
し
ま
す
が
、
早
い

段
階
か
ら
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
を
良
好
に
保
つ
よ
う
心
が

け
れ
ば
、
合
併
症
を
予
防
し
、

進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
病
気
を
正
し
く
理
解
し
、

早
期
治
療
に
つ
と
め
ま
し
ょ

う
。

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
こ
ど
も
課

(
旧
健
康
長
寿
課
)
　

　
☎
内
線
２
２
６
・
２
２
７

　
病
院
・
診
療
所
に
つ
い
て

の
相
談
は
、
小
田
原
医
師
会

地
域
医
療
連
携
室
へ
。
医
療

の
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
お
受

け
し
ま
す
。

・
医
療
機
関
の
案
内

・
か
か
り
つ
け
医
、
介
護
保

　
険
の
主
治
医
、
在
宅
医
療

　
の
相
談

・
各
種
健
康
診
断
、
検
査
、

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の

　
予
防
接
種
実
施
医
療
機
関

　
の
案
内

・
医
師
に
よ
る
電
話
医
療
相

　
談
(
無
料
)
を
受
け
付
け

　
て
い
ま
す
。

　
原
則
予
約
制
で
す
の
で
、

　
詳
細
は
左
記
ま
で
お
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
小
田
原
医
師
会
地
域
医
療

　
連
携
室

☎
０
４
６
５
・
47
・
０
８
３
３

FAX
０
４
６
５
・
49
・
３
７
６
６

・
受
付
時
間

　
月
曜
日
〜
土
曜
日
　

　
９
時
〜
12
時
、
13
時
〜
17
時

(
日
曜
日
、
祝
・
休
日
、
12

　
月
29
日
〜
１
月
３
日
休

　
み)

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
・児
童
虐
待

防
止
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
行
政
相
談
委
員
の
千
石
ふ

み
子
さ
ん
が
、
長
年
に
わ
た

り
、
地
域
住
民
の
方
々
か
ら
、

国
の
行
政
な
ど
に
対
す
る
苦

情
や
疑
問
・
ご
意
見
・
ご
要

望
な
ど
の
行
政
相
談
を
受

付
・
処
理
さ
れ
た
功
績
を
認

め
ら
れ
、
こ
の
た
び
、
総
務

大
臣
表
彰(※

)

を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

(※
)

総
務
大
臣
表
彰
は
、
長

　
年
に
わ
た
り
行
政
相
談
委

　
員
と
し
て
顕
著
な
活
動
を

　
展
開
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
方

　
を
表
彰
す
る
も
の
。
全
国

　
で
１
０
０
人
受
賞
。
神
奈

　
川
県
内
で
は
４
人
の
委
員

　
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

　
保
険
福
祉
課(

旧
福
祉
課)

　
☎
内
線
２
３
５

　
作
家
・
い
ま
む
ら
き
よ
み

氏
よ
り
、
小
学
校
・
中
学

校
・
図
書
館
へ
本
の
寄
贈
が

あ
り
ま
し
た
。

　
寄
贈
さ
れ
た
本
は
、
ラ
ヘ

ル
・
フ
ァ
ン
・
コ
ー
ン
氏
と

の
共
著
で
、
ち
が
い
を
認
め

合
う
世
界
を
も
と
め
、
大
人

が
つ
く
っ
た
壁
を
こ
わ
し
て
、

一
人
の
少
女
の
居
場
所
を
つ

く
ろ
う
と
す
る
子
ど
も
た
ち

の
物
語
の
「
お
と
ひ
め
さ
ま

の
う
た
」
で
す
。

　
児
童
・
生
徒
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
町
民
の
皆
様
も
ぜ

ひ
お
読
み
く
だ
さ
い
。

　
今
村
様
、
こ
の
度
は
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課
☎
内
線
４
４
１

　
篤
志
家
の
方
よ
り
、
学
校

教
育
の
た
め
に
、
小
中
学
校

へ
２
０
０
万
円
の
ご
寄
附
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ご
好
意
に
報
い
る
べ
く
、

大
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課
☎
内
線
４
３
４

　
施
設
一
体
型
小
中
教
育
校

の
建
設
地
が
、
現
在
の
『
真

鶴
中
学
校
地
』
に
決
定
し
ま

し
た
。

　
建
設
地
を
選
定
す
る
に
あ

た
り
、
学
校
建
設
準
備
委
員

会
か
ら
は
新
校
舎
建
設
後
の
、

ま
な
づ
る
小
学
校
地
の
跡
地

利
用
に
対
し
て
様
々
な
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
真

鶴
町
教
育
委
員
会
お
よ
び
真

鶴
町
学
校
建
設
準
備
委
員
会

と
し
て
、
跡
地
利
用
に
対
し

提
言
書
を
ま
と
め
、
９
月
４

日
、
真
鶴
町
長
に
提
出
い
た

し
ま
し
た
。

　
提
言
書
全
文
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
掲
載
し
て
い
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課
☎
内
線
４
３
７

行
政
相
談
員
の
千
石
ふ
み
子

さ
ん
が
総
務
大
臣
賞
を
受
賞

全
国
糖
尿
病
週
間

学
校
教
育
事
業
へ
の

ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

医
療
機
関
の
案
内

作
家
・
い
ま
む
ら
き
よ
み
氏

よ
り
本
の
寄
贈

《プロフィール》　
いまむらきよみ（今村清美）
　1957年、新潟市生まれ。横浜市在住。新潟大学卒業。1989年４月から１年間、オース
トリアのクロスターノイブルクに家族で暮らす。滞在中にラヘル・ファン・コーイ氏と知
り合い、家族ぐるみのつきあいが現在まで続く。2011年12月から2013年３月まで徳間
書店の編集部で、ネィティブリーダーとして、ドイツ語の児童書の概要を翻訳する仕事
に従事する。

ラヘル・ファン・コーイ(Rachel van Kooij)
  1968年、オランダのヴァーへニンゲンで生まれる。９歳でオーストリアに移り住む。ギ
ムナジウム卒業後、ウィーン大学で教育学、養護および特殊教育学を学ぶ。現在、クロ
スターノイブルクに住み、障害者支援の仕事をしながら、作品を書き続けている。イギ
リス、スイス、トルコなど作品が翻訳出版された国々からの講演依頼に応じている。

左：小林伸行真鶴町長　
右：学校建設準備委員会委員長　瀧本 朝光 氏　

提言書はこちら
町ホームページ 小田原医師会

ホームページ

いまむら きよみ  氏

左：小林伸行真鶴町長　
右：行政相談委員　千石 ふみ子さん　
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小
中
一
貫
教
育
校
建
設
に

係
る
ま
な
づ
る
小
学
校
地
の

跡
地
利
用
に
対
す
る
提
言
書

◆真鶴町役場　代表電話番号　0465-68-1131◆広報真鶴　2024年11月号 広報真鶴　2024年11月号

　
１
８
９(

い
ち
は
や
く)

　
気
づ
い
て
あ
げ
て
　

　
そ
の
サ
イ
ン

<
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
・
児
童

　
虐
待
防
止
推
進
キ
ャ
ン

　
ペ
ー
ン
標
語
　
２
０
２
４

　
年
度
最
優
秀
作
品 

>
　
　

　
　
　
　
　
　

　
こ
ど
も
家
庭
庁
で
は
毎
年

11
月
に
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ

ン
・
児
童
虐
待
防
止
推
進

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
、

家
庭
や
学
校
、
地
域
等
の
社

会
全
般
に
わ
た
り
、
児
童
虐

待
問
題
に
対
す
る
深
い
関
心

と
理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
期
間
中
に
児
童
虐

待
防
止
の
た
め
の
広
報
・
啓

発
活
動
な
ど
様
々
な
取
組
を

集
中
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
「
児
童
虐
待
か
も
」
と

思
っ
た
時
は
、
迷
わ
ず
「
児

童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ

ル

１

８

９

(

い

ち

は

や

く
)
」
、
ま
た
は
、
町
や
小

田
原
児
童
相
談
所
へ
す
ぐ
に

お
電
話
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

・
健
康
こ
ど
も
課

(
旧
福
祉
課)

☎
内
線
２
３
１

・
小
田
原
児
童
相
談
所
　
　

☎
０
４
６
５
・
32
・
８
０
０
０

　
11
月
11
日
㈪
〜
17
日
㈰
は
、

全
国
糖
尿
病
週
間
で
す
。

筋
肉
量
・コ
ツ
コ
ツ
・

積
み
上
げ
　
健
康
長
寿

　
加
齢
や
疾
患
な
ど
に
よ
り

筋
肉
量
が
減
る
と
、
筋
力
や

身
体
の
機
能
低
下
や
免
疫
力

の
低
下
が
起
こ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
筋
力
が
衰
え
る
と
、

血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
不
良

に
な
り
や
す
く
な
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　

　
肉
や
魚
、
卵
、
大
豆
製
品

な
ど
に
多
く
含
ま
れ
る
た
ん

ぱ
く
質
な
ど
筋
肉
の
も
と
と

な
る
栄
養
を
し
っ
か
り
摂
り
、

毎
日
、
コ
ツ
コ
ツ
体
を
動
か

す
こ
と
で
筋
肉
量
を
増
や
す

よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
急
激
な
運
動
は
身
体
に
負

担
が
か
か
る
た
め
、
体
操
な

ど
気
軽
に
で
き
る
こ
と
か
ら

始
め
ま
し
ょ
う
。

食
生
活
を
見
直
そ
う
！

　
日
頃
の
生
活
習
慣
の
乱
れ

や
ス
ト
レ
ス
等
は
、
糖
尿
病

を
発
症
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
毎
食
、
主
食
(
ご
は
ん
、

め
ん
類
、
パ
ン
)
、
主
菜

(
肉
、
魚
、
卵
、
大
豆
製
品

の
お
か
ず
)
、
副
菜
(
野
菜
、

き
の
こ
、
海
藻
、
芋
類
、
こ

ん
に
ゃ
く
の
お
か
ず
)
の
あ

る
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事

を
１
日
３
食
、
決
ま
っ
た
時

間
に
ほ
ぼ
均
等
な
量
を
食
べ

る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

こ
ん
な
と
き
は
、

受
診
し
ま
し
ょ
う
！

○
健
康
診
断
の
結
果
、
糖
尿

　
病
境
界
域
ま
た
は
糖
尿
病

　
を
指
摘
さ
れ
た

○
空
腹
感
が
強
く
た
く
さ
ん

　
食
べ
る

○
の
ど
が
渇
く

○
多
飲
・
多
尿

○
目
の
か
す
み

○
体
重
が
減
る

　

早
期
発
見
・
早
期
治
療
！

　
糖
尿
病
は
生
活
習
慣
の
乱

れ
や
ス
ト
レ
ス
、
遺
伝
が
関

係
し
て
発
症
し
ま
す
。
糖
尿

病
に
な
る
と
目
や
腎
臓
の
病

気
、
神
経
障
害
な
ど
の
合
併

症
を
発
症
し
ま
す
が
、
早
い

段
階
か
ら
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
を
良
好
に
保
つ
よ
う
心
が

け
れ
ば
、
合
併
症
を
予
防
し
、

進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
病
気
を
正
し
く
理
解
し
、

早
期
治
療
に
つ
と
め
ま
し
ょ

う
。

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
こ
ど
も
課

(
旧
健
康
長
寿
課
)
　

　
☎
内
線
２
２
６
・
２
２
７

　
病
院
・
診
療
所
に
つ
い
て

の
相
談
は
、
小
田
原
医
師
会

地
域
医
療
連
携
室
へ
。
医
療

の
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
お
受

け
し
ま
す
。

・
医
療
機
関
の
案
内

・
か
か
り
つ
け
医
、
介
護
保

　
険
の
主
治
医
、
在
宅
医
療

　
の
相
談

・
各
種
健
康
診
断
、
検
査
、

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の

　
予
防
接
種
実
施
医
療
機
関

　
の
案
内

・
医
師
に
よ
る
電
話
医
療
相

　
談
(
無
料
)
を
受
け
付
け

　
て
い
ま
す
。

　
原
則
予
約
制
で
す
の
で
、

　
詳
細
は
左
記
ま
で
お
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
小
田
原
医
師
会
地
域
医
療

　
連
携
室

☎
０
４
６
５
・
47
・
０
８
３
３

FAX
０
４
６
５
・
49
・
３
７
６
６

・
受
付
時
間

　
月
曜
日
〜
土
曜
日
　

　
９
時
〜
12
時
、
13
時
〜
17
時

(
日
曜
日
、
祝
・
休
日
、
12

　
月
29
日
〜
１
月
３
日
休

　
み)

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
・児
童
虐
待

防
止
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
行
政
相
談
委
員
の
千
石
ふ

み
子
さ
ん
が
、
長
年
に
わ
た

り
、
地
域
住
民
の
方
々
か
ら
、

国
の
行
政
な
ど
に
対
す
る
苦

情
や
疑
問
・
ご
意
見
・
ご
要

望
な
ど
の
行
政
相
談
を
受

付
・
処
理
さ
れ
た
功
績
を
認

め
ら
れ
、
こ
の
た
び
、
総
務

大
臣
表
彰(※

)

を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

(※
)

総
務
大
臣
表
彰
は
、
長

　
年
に
わ
た
り
行
政
相
談
委

　
員
と
し
て
顕
著
な
活
動
を

　
展
開
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
方

　
を
表
彰
す
る
も
の
。
全
国

　
で
１
０
０
人
受
賞
。
神
奈

　
川
県
内
で
は
４
人
の
委
員

　
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

　
保
険
福
祉
課(

旧
福
祉
課)

　
☎
内
線
２
３
５

　
作
家
・
い
ま
む
ら
き
よ
み

氏
よ
り
、
小
学
校
・
中
学

校
・
図
書
館
へ
本
の
寄
贈
が

あ
り
ま
し
た
。

　
寄
贈
さ
れ
た
本
は
、
ラ
ヘ

ル
・
フ
ァ
ン
・
コ
ー
ン
氏
と

の
共
著
で
、
ち
が
い
を
認
め

合
う
世
界
を
も
と
め
、
大
人

が
つ
く
っ
た
壁
を
こ
わ
し
て
、

一
人
の
少
女
の
居
場
所
を
つ

く
ろ
う
と
す
る
子
ど
も
た
ち

の
物
語
の
「
お
と
ひ
め
さ
ま

の
う
た
」
で
す
。

　
児
童
・
生
徒
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
町
民
の
皆
様
も
ぜ

ひ
お
読
み
く
だ
さ
い
。

　
今
村
様
、
こ
の
度
は
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課
☎
内
線
４
４
１

　
篤
志
家
の
方
よ
り
、
学
校

教
育
の
た
め
に
、
小
中
学
校

へ
２
０
０
万
円
の
ご
寄
附
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ご
好
意
に
報
い
る
べ
く
、

大
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課
☎
内
線
４
３
４

　
施
設
一
体
型
小
中
教
育
校

の
建
設
地
が
、
現
在
の
『
真

鶴
中
学
校
地
』
に
決
定
し
ま

し
た
。

　
建
設
地
を
選
定
す
る
に
あ

た
り
、
学
校
建
設
準
備
委
員

会
か
ら
は
新
校
舎
建
設
後
の
、

ま
な
づ
る
小
学
校
地
の
跡
地

利
用
に
対
し
て
様
々
な
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
真

鶴
町
教
育
委
員
会
お
よ
び
真

鶴
町
学
校
建
設
準
備
委
員
会

と
し
て
、
跡
地
利
用
に
対
し

提
言
書
を
ま
と
め
、
９
月
４

日
、
真
鶴
町
長
に
提
出
い
た

し
ま
し
た
。

　
提
言
書
全
文
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
掲
載
し
て
い
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課
☎
内
線
４
３
７

行
政
相
談
員
の
千
石
ふ
み
子

さ
ん
が
総
務
大
臣
賞
を
受
賞

全
国
糖
尿
病
週
間

学
校
教
育
事
業
へ
の

ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

医
療
機
関
の
案
内

作
家
・
い
ま
む
ら
き
よ
み
氏

よ
り
本
の
寄
贈

《プロフィール》　
いまむらきよみ（今村清美）
　1957年、新潟市生まれ。横浜市在住。新潟大学卒業。1989年４月から１年間、オース
トリアのクロスターノイブルクに家族で暮らす。滞在中にラヘル・ファン・コーイ氏と知
り合い、家族ぐるみのつきあいが現在まで続く。2011年12月から2013年３月まで徳間
書店の編集部で、ネィティブリーダーとして、ドイツ語の児童書の概要を翻訳する仕事
に従事する。

ラヘル・ファン・コーイ(Rachel van Kooij)
  1968年、オランダのヴァーへニンゲンで生まれる。９歳でオーストリアに移り住む。ギ
ムナジウム卒業後、ウィーン大学で教育学、養護および特殊教育学を学ぶ。現在、クロ
スターノイブルクに住み、障害者支援の仕事をしながら、作品を書き続けている。イギ
リス、スイス、トルコなど作品が翻訳出版された国々からの講演依頼に応じている。

左：小林伸行真鶴町長　
右：学校建設準備委員会委員長　瀧本 朝光 氏　

提言書はこちら
町ホームページ 小田原医師会

ホームページ

いまむら きよみ  氏

左：小林伸行真鶴町長　
右：行政相談委員　千石 ふみ子さん　
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神
奈
川
県
最
低
賃
金
の

改
正
の
お
知
ら
せ

真
鶴
港
郵
便
局
、
窓
口
休
止

時
間(

試
行)

の
お
知
ら
せ

小
田
原
保
健
福
祉
事
務
所

の
相
談
と
検
査

小
田
原
保
健
福
祉
事
務
所
の

思
春
期
保
健
研
修
会

時
間
貸
し
の
電
気
自
動
車
と

電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
が
導
入
へ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請

サ
ポ
ー
ト
継
続
し
て
ま
す

◆真鶴町役場　代表電話番号　0465-68-1131◆広報真鶴　2024年11月号 広報真鶴　2024年11月号

　
真
鶴
港
郵
便
局
で
は
、
２

０
２
４
年
11
月
５
日
㈫
か
ら
、

昼
時
間
帯
13
時
〜
14
時
の
60

分
間
、
試
行
的
に
窓
口
の
営

業
時
間
を
休
止
い
た
し
ま
す
。

　
お
客
さ
ま
に
は
ご
不
便
を

お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
何

卒
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
窓
口
ま
た
は
お
問

い
合
わ
せ
先
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

・
真
鶴
港
郵
便
局
　

☎
０
４
６
５
・
68
・
１
２
４
３

・
日
本
郵
便
株
式
会
社
　

　
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
相
談
セ

　
ン
タ
ー
　

☎
０
１
２
０
・
23
・
28
・
86

　　
２
０
２
４
年
10
月
１
日
か

ら
、
神
奈
川
県
最
低
賃
金
は
、

時
間
額
１
１
６
２
円
(
50
円

引
き
上
げ
)
と
な
り
ま
し
た
。

　
神
奈
川
県
最
低
賃
金
は
、

県
内
の
事
業
場
で
働
く
常

用
・
臨
時
・
パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト
等
の
雇
用
形
態
や
呼

称
の
如
何
を
問
わ
ず
、
す
べ

て
の
労
働
者
と
そ
の
使
用
者

に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
次
の
賃
金
は
最

低
賃
金
の
対
象
と
な
る
賃
金

に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

⑴
精
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
、

　
家
族
手
当

⑵
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金

⑶
１
か
月
を
超
え
る
期
間
ご

　
と
に
支
払
わ
れ
る
賃
金

⑷
時
間
外
、
休
日
労
働
に
対

　
す
る
賃
金
、
深
夜
割
増
賃
金

　
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
向
け
に
各
種
支
援
策
等
を

用
意
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
「
神
奈
川
働
き
方
改
革
推

進
支
援
セ
ン
タ
ー(

電
話
:

０
１
２
０
・
９
１
０
・
０
９

０
、
受
付
時
間
:
平
日
９
時

〜
17
時
)
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
神
奈
川
労
働
局
労
働
基
準

　
部
賃
金
室

　
〒
２
３
１-

８
４
３
４

  
横
浜
市
中
区
北
仲
通
５-

57

　
横
浜
第
２
合
同
庁
舎
８
階

　
☎
０
４
５
・
２
１
１

　
・
７
３
５
４

　
ま
た
は
、
最
寄
り
の
労
働

  

基
準
監
督
署

　
野
良
猫
や
カ
ラ
ス
等
の
野

生
動
物
が
庭
で
フ
ン
を
す
る
、

ゴ
ミ
を
あ
さ
る
等
の
被
害
で

困
っ
て
い
る
人
が
い
ま
す
。

野
生
動
物
に
エ
サ
を
与
え
る

行
為
は
そ
の
動
物
に
よ
る
被

害
だ
け
で
な
く
、
ハ
ク
ビ
シ

ン
や
タ
ヌ
キ
な
ど
他
の
動
物

も
集
め
る
こ
と
に
繋
が
り
ま

す
。

　
ご
近
所
に
迷
惑
を
か
け
な

い
よ
う
、
外
に
置
い
て
い
る

エ
サ
は
片
付
け
、
カ
ラ
ス
や

ハ
ク
ビ
シ
ン
な
ど
の
有
害
鳥

獣
に
は
エ
サ
を
与
え
な
い
、

責
任
を
持
っ
た
行
動
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
町
で
は
、
野
良
猫
・
捨
猫

等
の
増
加
お
よ
び
猫
に
よ
る

被
害
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、

動
物
愛
護
精
神
の
高
揚
を
図

る
目
的
で
猫
不
妊
・
去
勢
手

術
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
等
の

有
害
鳥
獣
に
対
し
て
は
、
は

こ
罠
の
貸
出
し
を
行
っ
て
い

ま
す
。
所
管
課
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

・
野
良
猫
、
捨
猫
関
係

　
税
務
町
民
課
町
民
生
活
係

　
☎
内
線
２
４
１

・
有
害
鳥
獣
関
係

　
産
業
観
光
課
産
業
振
興
係

　
☎
内
線
３
３
１

　
神
奈
川
県
で
は
、
毎
年
11

月
を
不
法
投
棄
撲
滅
強
化
月

間
と
し
、
不
法
投
棄
を
許
さ

な
い
地
域
環
境
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　
不
法
投
棄
を
し
て
い
る
人

や
不
法
投
棄
物
を
見
か
け
た

場
合
に
は
、
役
場
税
務
町
民

課
ま
た
は
警
察
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

〇
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
不
法
投
棄
を
し
な
い
！
さ

　
せ
な
い
！
ゆ
る
さ
な
い
！

■
問
い
合
わ
せ

　
税
務
町
民
課
☎
内
線
２
４
３

　
役
場
で
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
時
に
必

要
な
手
続
き
(
無
料
の
顔
写

真
撮
影
、
申
請
書
の
郵
送

等
)
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
サ
ー

ビ
ス
を
継
続
し
て
行
っ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

◇
持
ち
物

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交

　
付
申
請
書
(
無
い
方
は
役

　
場
で
用
意
し
ま
す
)

◇
時
間

　
平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

◇
場
所
　

　
真
鶴
町
役
場
１
階

　
税
務
町
民
課
窓
口

■
問
い
合
わ
せ

　
税
務
町
民
課

　
☎
内
線
２
４
４
・
２
４
２

◇
エ
イ
ズ
相
談
・検
査

　
11
月
20
日
㈬
、
12
月
４
日
㈬

　
９
時
〜
11
時

※

12
月
４
日
㈬
予
約
不
要
。

　
Ｂ
型
肝
炎
検
査
可
。

◇
骨
髄
ド
ナ
ー
登
録

　
12
月
３
日
㈫

　
11
時
受
付

◇
医
師
に
よ
る
精
神
保
健

   

福
祉
相
談

　
11
月
19
日
㈫
・
26
日
㈫
・

　
12
月
11
日
㈬
　

　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

◇
医
師
に
よ
る
認
知
症
相
談

　
11
月
27
日
㈬

　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

◇
療
育
歯
科
相
談

　
11
月
28
日
㈭

　
９
時
〜
15
時
30
分

■
申
し
込
み
・問
い
合
わ
せ

　
神
奈
川
県
小
田
原
保
健
福

　
祉
事
務
所
　

☎
０
４
６
５
・
32
・
８
０
０
０

・
療
育
歯
科
相
談

(
内
線
３
２
３
８
)
　

・
そ
の
他
の
相
談
と
検
査

(
内
線
３
２
４
８
)

　
前
日
ま
で
に
電
話
申
込
。

　
骨
髄
ド
ナ
ー
登
録
は
前
日

　
16
時
ま
で
。

◇
日
時
　
11
月
30
日
㈯

　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

◇
会
場

　
小
田
原
合
同
庁
舎
２
階
　

　
Ｄ
・
Ｅ
会
議
室

(

小
田
原
市
荻
窪
３
５
０-

１)

◇
内
容

・
講
演
「
若
い
世
代
の
性

(
生
)
の
健
康
を
支
え
る
」

　
〜
ユ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

　
取
り
組
み
か
ら
〜

・
講
師

　
藤
沢
女
性
の
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
も
ん
ま
院
長
(
医
師
)

　
門
間 

美
佳 

氏

◇
対
象

　
思
春
期
の
お
子
様
の
保
護

　
者
、
関
係
機
関
の
職
員
等

(
定
員
50
名
)

◇
申
込
方
法

　
下
記
の
二
次
元
コ
ー
ド
よ

　
り
、e-kanagawa

電
子
申

　
請
に
て
お
申
し
込
み
く
だ

　
さ
い
。
定
員
に
達
し
次
第
、

　
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き

　
ま
す
。
　

　
申
込
締
切
　
11
月
20
日
㈬

■
問
い
合
わ
せ

　
小
田
原
保
健
福
祉
事
務
所

　
保
健
福
祉
課
　
保
健
師
　 

☎
０
４
６
５
・
32
・
８
０
０
０

(
内
線
３
２
３
６
)

　
10
月
10
日
か
ら
神
奈
川
県

の
「
西
湘
・
足
柄
レ
ン
た

び
」
事
業
に
よ
り
、
さ
が
み

信
用
金
庫
真
鶴
駅
前
支
店

(

真
鶴
３
８
６)

に
、
電
気
自

動
車
１
台
と
電
動
キ
ッ
ク

ボ
ー
ド
２
台
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
い
わ
ゆ
る
カ
ー
シ
ェ

ア(

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
用

い
た
時
間
貸
し)

方
式
で
、

空
い
て
い
れ
ば
24
時
間
い
つ

で
も
誰
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

利
用
方
法
等
の
詳
細
は
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　

　
神
奈
川
県
政
策
局
自
治
振

　
興
部
　
地
域
政
策
課
地
域

　
活
性
化
グ
ル
ー
プ
　

☎
０
４
５
・
２
１
０
・
３
２
６
０

※土日・日曜・休日は営業しておりません。
※ATMの取扱時間については、変更はありません。

９:００～１３:００
１４:００～１７:００
９:００～１３:００
１４:００～１６:００

窓口休止実施(試行)後の営業時間（１１月５日(火)から）

郵便

貯金・保険

野
生
動
物
に
エ
サ
を

あ
げ
な
い
で
く
だ
さ
い

不
法
投
棄
撲
滅

強
化
月
間
に
つ
い
て

スマホの方は

こちらから
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神
奈
川
県
最
低
賃
金
の

改
正
の
お
知
ら
せ

真
鶴
港
郵
便
局
、
窓
口
休
止

時
間(

試
行)

の
お
知
ら
せ

小
田
原
保
健
福
祉
事
務
所

の
相
談
と
検
査

小
田
原
保
健
福
祉
事
務
所
の

思
春
期
保
健
研
修
会

時
間
貸
し
の
電
気
自
動
車
と

電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
が
導
入
へ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請

サ
ポ
ー
ト
継
続
し
て
ま
す

◆真鶴町役場　代表電話番号　0465-68-1131◆広報真鶴　2024年11月号 広報真鶴　2024年11月号

　
真
鶴
港
郵
便
局
で
は
、
２

０
２
４
年
11
月
５
日
㈫
か
ら
、

昼
時
間
帯
13
時
〜
14
時
の
60

分
間
、
試
行
的
に
窓
口
の
営

業
時
間
を
休
止
い
た
し
ま
す
。

　
お
客
さ
ま
に
は
ご
不
便
を

お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
何

卒
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
窓
口
ま
た
は
お
問

い
合
わ
せ
先
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

・
真
鶴
港
郵
便
局
　

☎
０
４
６
５
・
68
・
１
２
４
３

・
日
本
郵
便
株
式
会
社
　

　
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
相
談
セ

　
ン
タ
ー
　

☎
０
１
２
０
・
23
・
28
・
86

　　
２
０
２
４
年
10
月
１
日
か

ら
、
神
奈
川
県
最
低
賃
金
は
、

時
間
額
１
１
６
２
円
(
50
円

引
き
上
げ
)
と
な
り
ま
し
た
。

　
神
奈
川
県
最
低
賃
金
は
、

県
内
の
事
業
場
で
働
く
常

用
・
臨
時
・
パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト
等
の
雇
用
形
態
や
呼

称
の
如
何
を
問
わ
ず
、
す
べ

て
の
労
働
者
と
そ
の
使
用
者

に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
次
の
賃
金
は
最

低
賃
金
の
対
象
と
な
る
賃
金

に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

⑴
精
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
、

　
家
族
手
当

⑵
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金

⑶
１
か
月
を
超
え
る
期
間
ご

　
と
に
支
払
わ
れ
る
賃
金

⑷
時
間
外
、
休
日
労
働
に
対

　
す
る
賃
金
、
深
夜
割
増
賃
金

　
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
向
け
に
各
種
支
援
策
等
を

用
意
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
「
神
奈
川
働
き
方
改
革
推

進
支
援
セ
ン
タ
ー(

電
話
:

０
１
２
０
・
９
１
０
・
０
９

０
、
受
付
時
間
:
平
日
９
時

〜
17
時
)
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
神
奈
川
労
働
局
労
働
基
準

　
部
賃
金
室

　
〒
２
３
１-

８
４
３
４

  

横
浜
市
中
区
北
仲
通
５-

57

　
横
浜
第
２
合
同
庁
舎
８
階

　
☎
０
４
５
・
２
１
１

　
・
７
３
５
４

　
ま
た
は
、
最
寄
り
の
労
働

  

基
準
監
督
署

　
野
良
猫
や
カ
ラ
ス
等
の
野

生
動
物
が
庭
で
フ
ン
を
す
る
、

ゴ
ミ
を
あ
さ
る
等
の
被
害
で

困
っ
て
い
る
人
が
い
ま
す
。

野
生
動
物
に
エ
サ
を
与
え
る

行
為
は
そ
の
動
物
に
よ
る
被

害
だ
け
で
な
く
、
ハ
ク
ビ
シ

ン
や
タ
ヌ
キ
な
ど
他
の
動
物

も
集
め
る
こ
と
に
繋
が
り
ま

す
。

　
ご
近
所
に
迷
惑
を
か
け
な

い
よ
う
、
外
に
置
い
て
い
る

エ
サ
は
片
付
け
、
カ
ラ
ス
や

ハ
ク
ビ
シ
ン
な
ど
の
有
害
鳥

獣
に
は
エ
サ
を
与
え
な
い
、

責
任
を
持
っ
た
行
動
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
町
で
は
、
野
良
猫
・
捨
猫

等
の
増
加
お
よ
び
猫
に
よ
る

被
害
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、

動
物
愛
護
精
神
の
高
揚
を
図

る
目
的
で
猫
不
妊
・
去
勢
手

術
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
等
の

有
害
鳥
獣
に
対
し
て
は
、
は

こ
罠
の
貸
出
し
を
行
っ
て
い

ま
す
。
所
管
課
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

・
野
良
猫
、
捨
猫
関
係

　
税
務
町
民
課
町
民
生
活
係

　
☎
内
線
２
４
１

・
有
害
鳥
獣
関
係

　
産
業
観
光
課
産
業
振
興
係

　
☎
内
線
３
３
１

　
神
奈
川
県
で
は
、
毎
年
11

月
を
不
法
投
棄
撲
滅
強
化
月

間
と
し
、
不
法
投
棄
を
許
さ

な
い
地
域
環
境
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　
不
法
投
棄
を
し
て
い
る
人

や
不
法
投
棄
物
を
見
か
け
た

場
合
に
は
、
役
場
税
務
町
民

課
ま
た
は
警
察
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

〇
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
不
法
投
棄
を
し
な
い
！
さ

　
せ
な
い
！
ゆ
る
さ
な
い
！

■
問
い
合
わ
せ

　
税
務
町
民
課
☎
内
線
２
４
３

　
役
場
で
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
時
に
必

要
な
手
続
き
(
無
料
の
顔
写

真
撮
影
、
申
請
書
の
郵
送

等
)
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
サ
ー

ビ
ス
を
継
続
し
て
行
っ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

◇
持
ち
物

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交

　
付
申
請
書
(
無
い
方
は
役

　
場
で
用
意
し
ま
す
)

◇
時
間

　
平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

◇
場
所
　

　
真
鶴
町
役
場
１
階

　
税
務
町
民
課
窓
口

■
問
い
合
わ
せ

　
税
務
町
民
課

　
☎
内
線
２
４
４
・
２
４
２

◇
エ
イ
ズ
相
談
・検
査

　
11
月
20
日
㈬
、
12
月
４
日
㈬

　
９
時
〜
11
時

※

12
月
４
日
㈬
予
約
不
要
。

　
Ｂ
型
肝
炎
検
査
可
。

◇
骨
髄
ド
ナ
ー
登
録

　
12
月
３
日
㈫

　
11
時
受
付

◇
医
師
に
よ
る
精
神
保
健

   

福
祉
相
談

　
11
月
19
日
㈫
・
26
日
㈫
・

　
12
月
11
日
㈬
　

　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

◇
医
師
に
よ
る
認
知
症
相
談

　
11
月
27
日
㈬

　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

◇
療
育
歯
科
相
談

　
11
月
28
日
㈭

　
９
時
〜
15
時
30
分

■
申
し
込
み
・問
い
合
わ
せ

　
神
奈
川
県
小
田
原
保
健
福

　
祉
事
務
所
　

☎
０
４
６
５
・
32
・
８
０
０
０

・
療
育
歯
科
相
談

(
内
線
３
２
３
８
)
　

・
そ
の
他
の
相
談
と
検
査

(
内
線
３
２
４
８
)

　
前
日
ま
で
に
電
話
申
込
。

　
骨
髄
ド
ナ
ー
登
録
は
前
日

　
16
時
ま
で
。

◇
日
時
　
11
月
30
日
㈯

　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

◇
会
場

　
小
田
原
合
同
庁
舎
２
階
　

　
Ｄ
・
Ｅ
会
議
室

(

小
田
原
市
荻
窪
３
５
０-

１)

◇
内
容

・
講
演
「
若
い
世
代
の
性

(
生
)
の
健
康
を
支
え
る
」

　
〜
ユ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

　
取
り
組
み
か
ら
〜

・
講
師

　
藤
沢
女
性
の
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
も
ん
ま
院
長
(
医
師
)

　
門
間 

美
佳 

氏

◇
対
象

　
思
春
期
の
お
子
様
の
保
護

　
者
、
関
係
機
関
の
職
員
等

(
定
員
50
名
)

◇
申
込
方
法

　
下
記
の
二
次
元
コ
ー
ド
よ

　
り
、e-kanagawa

電
子
申

　
請
に
て
お
申
し
込
み
く
だ

　
さ
い
。
定
員
に
達
し
次
第
、

　
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き

　
ま
す
。
　

　
申
込
締
切
　
11
月
20
日
㈬

■
問
い
合
わ
せ

　
小
田
原
保
健
福
祉
事
務
所

　
保
健
福
祉
課
　
保
健
師
　 

☎
０
４
６
５
・
32
・
８
０
０
０

(
内
線
３
２
３
６
)

　
10
月
10
日
か
ら
神
奈
川
県

の
「
西
湘
・
足
柄
レ
ン
た

び
」
事
業
に
よ
り
、
さ
が
み

信
用
金
庫
真
鶴
駅
前
支
店

(

真
鶴
３
８
６)

に
、
電
気
自

動
車
１
台
と
電
動
キ
ッ
ク

ボ
ー
ド
２
台
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
い
わ
ゆ
る
カ
ー
シ
ェ

ア(

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
用

い
た
時
間
貸
し)

方
式
で
、

空
い
て
い
れ
ば
24
時
間
い
つ

で
も
誰
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

利
用
方
法
等
の
詳
細
は
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　

　
神
奈
川
県
政
策
局
自
治
振

　
興
部
　
地
域
政
策
課
地
域

　
活
性
化
グ
ル
ー
プ
　

☎
０
４
５
・
２
１
０
・
３
２
６
０

※土日・日曜・休日は営業しておりません。
※ATMの取扱時間については、変更はありません。

９:００～１３:００
１４:００～１７:００
９:００～１３:００
１４:００～１６:００

窓口休止実施(試行)後の営業時間（１１月５日(火)から）

郵便

貯金・保険

野
生
動
物
に
エ
サ
を

あ
げ
な
い
で
く
だ
さ
い

不
法
投
棄
撲
滅

強
化
月
間
に
つ
い
て

スマホの方は

こちらから

 

神奈川県

ホームページ

 

２０２７年国際園芸博覧会 
開催場所 神奈川県横浜市 
開催期間 2027年３月 19日(金) 

～2027年９月 26日(日) 

公式ウェブサイト 
 

 

 公式マスコットキャラクター 
「トゥンクトゥンク」 
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令和６年度公民協働による地域課題解決推進事業で採択され
た岩囃子保存会は、子どもたちが地元の仲間とお囃子を演奏
する楽しさや、故郷の歴史・文化に触れることで、郷土愛を深め
育むことを目的に、大太鼓の革の張替え修繕の見学および伝
統文化についての講義を受け、修繕された太鼓のお披露目演
奏会を実施します。ぜひ、お越しください。

・11月2日（土）10時30分より町民センター（真鶴町民文化祭）

・11月17日（日）13時より岩ふれあい館　※雨天中止

【お披露目会スケジュール】

　太鼓に乗り革を

　踏んで均等に伸

  ばす実践体験

　
こ
ん
に
ち
は
、
真
鶴
町
立
中
川
一
政
美
術
館
学
芸
員
の
蔵

本
で
す
。
今
回
は
、
中
川
一
政
<
飲
中
八
仙
歌
屏
風
>
(
制

作
年
:1

9
9
0

年
、
紙
本
／
墨
／
着
色
、
サ
イ
ズ
:

36.7×
58.5cm

)
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
本
作
は
、
画
伯
が
97

歳
の
時
に
書
い
た
作
品
で
す
。

　
題
材
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
中
国
盛
唐
の
詩
人
杜
甫
(
と

ほ
:712

〜770

年
)
が
詠
ん
だ
「
飲
中
八
仙
歌(

い
ん
ち
ゅ

う
は
っ
せ
ん
か)

」
と
い
う
詩
で
す
。
唐
代
に
活
躍
し
た
詩

人
の
賀
知
章(

が
ち
し
ょ
う)

・
汝
陽
王
李
璡(

じ
ょ
よ
う
お

う
り
し
ん)

・
左
相
李
適
之(

り
て
き
し)

・
崔
宗
之(

さ
い
そ

う
し)

・
蘇
晋(

そ
し
ん)

・
李
白(

り
は
く)

・
書
家
の
張
旭

(

ち
ょ
う
き
ょ
く)

・
焦
遂(

し
ょ
う
す
い)

と
い
う
八
人
の
酒

仙
(
酒
豪
)
の
酔
態
が
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
杜
甫
の
詩
に
は
、
杜
甫
自
身
が
生
き
た
時
代
や
社
会
へ
の

批
判
、
悲
し
み
な
ど
が
色
濃
く
表
さ
れ
て
い
る
も
の
も
多
く

あ
り
ま
す
が
、
「
飲
中
八
仙
歌
」
で
は
、
博
識
で
高
名
な

人
々
が
お
酒
の
力
に
よ
っ
て
普
段
と
は
異
な
る
才
能
を
発
揮

し
た
り
、
人
格
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
り
な
ど
、
ユ
ー
モ
ア

溢
れ
る
内
容
が
登
場
し
ま
す
。

　
画
伯
自
身
は
お
酒
を
飲
む
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
お
酒
の
文
化
へ
も
関
心
を
寄
せ
て
お
り
、
ま
た
、

画
伯
は
酒
の
代
わ
り
に
お
茶
を
嗜
み
、
自
身
の
随
筆
の
中
で

は
お
酒
の
文
化
と
お
茶
の
文
化
を
対
比
さ
せ
な
が
ら
、
日
本

の
お
茶
は
酒
と
同
等
以
上
の
品
格
が
あ
る
の
だ
と
述
べ
て
い

ま
す
。

「
酒
以
上
の
飲
み
物
は
ま
ず
な
い
だ
ろ
う
。
酒
に
匹
敵
す
る

飲
み
物
を
つ
く
っ
た
ら
、
そ
れ
は
大
変
な
金
持
ち
に
も
な
れ

る
だ
ろ
う
し
、
世
の
中
を
変
え
る
こ
と
も
出
来
よ
う
。

　
と
こ
ろ
が
、
酒
以
上
の
も
の
は
な
か
な
か
出
来
な
い
。
コ

カ
コ
ー
ラ
な
ど
造
っ
た
っ
て
足
元
に
も
及
ば
な
い
。
コ
ー

ヒ
ー
も
紅
茶
も
遠
く
及
ば
な
い
。
第
一
、
砂
糖
と
か
牛
乳
と

か
レ
モ
ン
と
か
他
の
も
の
の
助
け
を
借
り
て
一
本
立
ち
が
出

来
る
の
で
あ
る
。

　
日
本
の
お
茶
だ
け
が
、
だ
れ
の
助
け
も
か
り
な
い
で
一
本

立
ち
出
来
る
の
で
あ
る
。

　
色
も
匂
い
も
清
楚
で
、
ず
っ
と
品
格
が
高
い
。
酒
の
み
で

も
茶
の
良
さ
は
よ
く
解
す
る
。
し
か
し
、
酒
と
茶
は
効
果
が

違
っ
て
し
ま
う
。
」

(
中
川
一
政
「
茶
と
酒
」

『
う
ち
に
は
猛
犬
が
い
る
』

(
昭
和
38
年
)
よ
り
)

　
画
伯
は
人
を
あ
っ
と
驚
か

せ
る
こ
と
や
、
人
間
の
弱
点

や
矛
盾
を
面
白
く
と
ら
え
作

品
に
表
現
す
る
こ
と
が
好
き

な
方
で
し
た
。
そ
の
こ
と
を

考
え
る
と
、
お
酒
と
人
間
の

心
の
関
係
が
映
し
出
さ
れ
た

こ
の
詩
の
内
容
に
共
感
し
、

創
作
の
原
動
力
と
し
て
、
自

身
の
作
品
の
題
材
に
選
ん
だ

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

 

現
在
︑美
術
館
で
は
企
画
展﹁
中
川
一
政
美
術
館
の
玉

手
箱
﹂を
２
０
２
５
年
１
月
19
日
㈰
ま
で
開
催
し
て
お

り
︑展
示
作
品
の
解
説
を
中
心
と
し
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク
を
11
月
９
日
㈯・23
日
㈯
に
予
定
し
て
い
ま
す
︒

皆
様
︑ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
︒

中
川
一
政
美
術
館
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
〈
問
い
合
わ
せ
〉

　
中
川
一
政
美
術
館

　
☎
０
４
６
５
・
６
８
・
１
１
２
８

11
月
９
日
は

１
１
９
番
の
日

　
湯
河
原
美
化
セ
ン
タ
ー
は

平
成
９
年
の
稼
働
開
始
か
ら

27
年
が
経
過
し
、
設
備
が
老

朽
化
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
可
燃
ご
み
処
理

広
域
化
に
向
け
て
、
安
定
し

た
ご
み
の
焼
却
を
行
う
た
め
、

主
要
設
備
の
大
規
模
な
整

備
・
更
新
工
事
を
行
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
焼
却
炉
が
次
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
停
止
し
ま

す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
こ
の

期
間
、
さ
ら
な
る
ご
み
の
減

量
化
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

◇
質
問
等

Ｑ
１ 

工
事
期
間
中
、
普
段
の

　
ご
み
出
し
は
ど
う
す
れ
ば

　
い
い
の
か
？

Ａ
１ 

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ

　
の
ご
み
出
し
は
こ
れ
ま
で

　
ど
お
り
行
っ
て
い
た
だ
け

　
ま
す
。

Ｑ
２ 

工
事
期
間
中
、
集
ま
っ 

　
た
ご
み
は
ど
の
よ
う
に
処

　
理
さ
れ
る
の
か
？

Ａ
２ 

処
理
し
き
れ
な
い
ご
み 

　
は
周
辺
自
治
体
の
ご
み
処

　
理
施
設
へ
運
搬
し
、
有
料

　
で
処
理
さ
れ
ま
す
。

Ｑ
３ 

工
事
期
間
中
は
美
化
セ

  

ン
タ
ー
へ
の
ご
み
の
持
ち

　
込
み
も
減
ら
し
た
方
が
よ

　
い
の
か
？

Ａ
３ 

粗
大
ご
み
、
不
燃
ご
み

　
等
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
お

　
持
ち
込
み
い
た
だ
け
ま
す

　
が
、
焼
却
し
き
れ
な
い
可

　
燃
ご
み
は
受
入
先
に
お
金

　
を
払
っ
て
焼
却
し
て
も
ら

　
い
ま
す
。
経
費
を
で
き
る

　
だ
け
抑
え
る
た
め
、
ご
み

　
の
減
量
化
に
ご
協
力
く
だ

　
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
湯
河
原
美
化
セ
ン
タ
ー

☎
０
４
６
５
・
63
・
３
４
７
２

　
火
災
の
時
や
救
急
車
を
呼

ぶ
と
き
は
、
落
ち
着
い
て
次

の
こ
と
を
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
音
声
で
の
緊
急
通
報

が
困
難
な
人
は
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
直
接
通
報

で
き
る
「
Ｎ
ｅ
ｔ 

１
１
９
緊

急
通
報
サ
ー
ビ
ス
」
が
利
用

で
き
ま
す
。
利
用
に
は
登
録

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
湯
河
原
町
消
防
本

部(

土
肥
１-

５-

22)

ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

１
１
９
番
通
報
の
正
し
い
伝
え
方

①
「
救
急
」
か
「
火
災
」
か

  

の
区
別

②
来
て
欲
し
い
場
所
の
住
所

　
や
名
前
(
家
主
の
名
前
や

　
店
名
な
ど
)
ま
た
は
目
標

　
と
な
る
も
の

③
ど
う
し
た
の
か

④
通
報
者
の
名
前
、
電
話
番
号

■
問
い
合
わ
せ

　
湯
河
原
町
消
防
本
部
・

　
消
防
署
　

☎
０
４
６
５
・
60
・
０
１
１
９

　
国
民
年
金
保
険
料
は
所
得

税
法
及
び
地
方
税
法
上
、
社

会
保
険
料
控
除
と
し
て
そ
の

年
の
課
税
所
得
か
ら
控
除
さ

れ
ま
す
が
、
控
除
の
対
象
と

な
る
の
は
令
和
６
年
中
(
令

和
６
年
１
月
１
日
か
ら
令
和

６
年
12
月
31
日
)
に
納
め
ら

れ
た
保
険
料
の
全
額
で
す
。

(
令
和
６
年
中
に
納
め
ら
れ

た
も
の
で
あ
れ
ば
、
過
去
の

年
度
分
の
保
険
料
や
追
納
さ

れ
た
保
険
料
も
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
)
。

　
本
年
中
に
納
付
し
た
国
民

年
金
保
険
料
に
つ
い
て
、
社

会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た

め
に
は
、
年
末
調
整
や
確
定

申
告
の
際
に
、
保
険
料
を
支

払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書

類
の
添
付
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
日
本
年
金
機

構
か
ら
次
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

で
「
社
会
保
険
料
(
国
民
年

金
保
険
料
)
控
除
証
明
書
」

が
対
象
者
宛
て
に
発
送
さ
れ

ま
す
の
で
、
お
手
元
に
届
き

ま
し
た
ら
、
大
事
に
保
管
し
、

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際

に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
社
会
保
険
料
(
国
民
年

金
保
険
料
)
控
除
証
明
書
」

は
、e

-
T
a
x

で
利
用
で
き
る

電
子
版
交
付
も
行
っ
て
い
ま

す
。
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
ロ

グ
イ
ン
し
、
電
子
送
付
希
望

の
登
録
を
す
る
と
、
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
の
「
お
知
ら
せ
」

で
電
子
版
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
(
登
録
を
す

る
と
郵
送
が
さ
れ
な
く
な
り

ま
す
。
)

■
問
い
合
わ
せ

・
小
田
原
年
金
事
務
所
　

☎
０
４
６
５
・
22
・
１
３
９
１

・
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
・
０
０
３
・

　
０
０
４(

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル)

　

国
民
年
金
保
険
料
は

全
額
が
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
で
す

国 民
年 金

大太鼓の革張替えの

受講風景

岩囃子保存会
Facebook

令和６年度公民協働による地域課題解決推進事業
～地域の伝統文化を次世代の子どもたちに伝えたい～

「囃子のお披露目演奏会」を実施します
ご
み
焼
却
炉
が
工
事
の
た
め

長
期
間
停
止
し
ま
す

焼却炉 令和７年（2025年） 

１号炉 
１ 

月 

２ 

月 

３ 

月 

４ 

月 

５ 

月 

６ 

月 

７ 

月 

８ 

月 

９ 

月 

10 

月 

11 

月 

12 

月 

２号炉 
１ 

月 

２ 

月 

３ 

月 

４ 

月 

５ 

月 

６ 

月 

７ 

月 

８ 

月 

９ 

月 

10 

月 

11 

月 

12 

月 

 

■ごみ焼却炉の停止予定
              （塗りつぶし部分が停止期間）

※詳細およびお問い合わせは
Facebookでご確認ください。
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令和６年度公民協働による地域課題解決推進事業で採択され
た岩囃子保存会は、子どもたちが地元の仲間とお囃子を演奏
する楽しさや、故郷の歴史・文化に触れることで、郷土愛を深め
育むことを目的に、大太鼓の革の張替え修繕の見学および伝
統文化についての講義を受け、修繕された太鼓のお披露目演
奏会を実施します。ぜひ、お越しください。

・11月2日（土）10時30分より町民センター（真鶴町民文化祭）

・11月17日（日）13時より岩ふれあい館　※雨天中止

【お披露目会スケジュール】

　太鼓に乗り革を

　踏んで均等に伸

  ばす実践体験

　
こ
ん
に
ち
は
、
真
鶴
町
立
中
川
一
政
美
術
館
学
芸
員
の
蔵

本
で
す
。
今
回
は
、
中
川
一
政
<
飲
中
八
仙
歌
屏
風
>
(
制

作
年
:1

9
9
0

年
、
紙
本
／
墨
／
着
色
、
サ
イ
ズ
:

36.7×
58.5cm

)
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
本
作
は
、
画
伯
が
97

歳
の
時
に
書
い
た
作
品
で
す
。

　
題
材
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
中
国
盛
唐
の
詩
人
杜
甫
(
と

ほ
:712

〜770

年
)
が
詠
ん
だ
「
飲
中
八
仙
歌(

い
ん
ち
ゅ

う
は
っ
せ
ん
か)

」
と
い
う
詩
で
す
。
唐
代
に
活
躍
し
た
詩

人
の
賀
知
章(

が
ち
し
ょ
う)

・
汝
陽
王
李
璡(

じ
ょ
よ
う
お

う
り
し
ん)

・
左
相
李
適
之(

り
て
き
し)

・
崔
宗
之(

さ
い
そ

う
し)

・
蘇
晋(

そ
し
ん)

・
李
白(

り
は
く)

・
書
家
の
張
旭

(

ち
ょ
う
き
ょ
く)

・
焦
遂(

し
ょ
う
す
い)

と
い
う
八
人
の
酒

仙
(
酒
豪
)
の
酔
態
が
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
杜
甫
の
詩
に
は
、
杜
甫
自
身
が
生
き
た
時
代
や
社
会
へ
の

批
判
、
悲
し
み
な
ど
が
色
濃
く
表
さ
れ
て
い
る
も
の
も
多
く

あ
り
ま
す
が
、
「
飲
中
八
仙
歌
」
で
は
、
博
識
で
高
名
な

人
々
が
お
酒
の
力
に
よ
っ
て
普
段
と
は
異
な
る
才
能
を
発
揮

し
た
り
、
人
格
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
り
な
ど
、
ユ
ー
モ
ア

溢
れ
る
内
容
が
登
場
し
ま
す
。

　
画
伯
自
身
は
お
酒
を
飲
む
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
お
酒
の
文
化
へ
も
関
心
を
寄
せ
て
お
り
、
ま
た
、

画
伯
は
酒
の
代
わ
り
に
お
茶
を
嗜
み
、
自
身
の
随
筆
の
中
で

は
お
酒
の
文
化
と
お
茶
の
文
化
を
対
比
さ
せ
な
が
ら
、
日
本

の
お
茶
は
酒
と
同
等
以
上
の
品
格
が
あ
る
の
だ
と
述
べ
て
い

ま
す
。

「
酒
以
上
の
飲
み
物
は
ま
ず
な
い
だ
ろ
う
。
酒
に
匹
敵
す
る

飲
み
物
を
つ
く
っ
た
ら
、
そ
れ
は
大
変
な
金
持
ち
に
も
な
れ

る
だ
ろ
う
し
、
世
の
中
を
変
え
る
こ
と
も
出
来
よ
う
。

　
と
こ
ろ
が
、
酒
以
上
の
も
の
は
な
か
な
か
出
来
な
い
。
コ

カ
コ
ー
ラ
な
ど
造
っ
た
っ
て
足
元
に
も
及
ば
な
い
。
コ
ー

ヒ
ー
も
紅
茶
も
遠
く
及
ば
な
い
。
第
一
、
砂
糖
と
か
牛
乳
と

か
レ
モ
ン
と
か
他
の
も
の
の
助
け
を
借
り
て
一
本
立
ち
が
出

来
る
の
で
あ
る
。

　
日
本
の
お
茶
だ
け
が
、
だ
れ
の
助
け
も
か
り
な
い
で
一
本

立
ち
出
来
る
の
で
あ
る
。

　
色
も
匂
い
も
清
楚
で
、
ず
っ
と
品
格
が
高
い
。
酒
の
み
で

も
茶
の
良
さ
は
よ
く
解
す
る
。
し
か
し
、
酒
と
茶
は
効
果
が

違
っ
て
し
ま
う
。
」

(
中
川
一
政
「
茶
と
酒
」

『
う
ち
に
は
猛
犬
が
い
る
』

(
昭
和
38
年
)
よ
り
)

　
画
伯
は
人
を
あ
っ
と
驚
か

せ
る
こ
と
や
、
人
間
の
弱
点

や
矛
盾
を
面
白
く
と
ら
え
作

品
に
表
現
す
る
こ
と
が
好
き

な
方
で
し
た
。
そ
の
こ
と
を

考
え
る
と
、
お
酒
と
人
間
の

心
の
関
係
が
映
し
出
さ
れ
た

こ
の
詩
の
内
容
に
共
感
し
、

創
作
の
原
動
力
と
し
て
、
自

身
の
作
品
の
題
材
に
選
ん
だ

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

 

現
在
︑美
術
館
で
は
企
画
展﹁
中
川
一
政
美
術
館
の
玉

手
箱
﹂を
２
０
２
５
年
１
月
19
日
㈰
ま
で
開
催
し
て
お

り
︑展
示
作
品
の
解
説
を
中
心
と
し
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク
を
11
月
９
日
㈯・23
日
㈯
に
予
定
し
て
い
ま
す
︒

皆
様
︑ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
︒

中
川
一
政
美
術
館
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
〈
問
い
合
わ
せ
〉

　
中
川
一
政
美
術
館

　
☎
０
４
６
５
・
６
８
・
１
１
２
８

11
月
９
日
は

１
１
９
番
の
日

　
湯
河
原
美
化
セ
ン
タ
ー
は

平
成
９
年
の
稼
働
開
始
か
ら

27
年
が
経
過
し
、
設
備
が
老

朽
化
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
可
燃
ご
み
処
理

広
域
化
に
向
け
て
、
安
定
し

た
ご
み
の
焼
却
を
行
う
た
め
、

主
要
設
備
の
大
規
模
な
整

備
・
更
新
工
事
を
行
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
焼
却
炉
が
次
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
停
止
し
ま

す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
こ
の

期
間
、
さ
ら
な
る
ご
み
の
減

量
化
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

◇
質
問
等

Ｑ
１ 

工
事
期
間
中
、
普
段
の

　
ご
み
出
し
は
ど
う
す
れ
ば

　
い
い
の
か
？

Ａ
１ 

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ

　
の
ご
み
出
し
は
こ
れ
ま
で

　
ど
お
り
行
っ
て
い
た
だ
け

　
ま
す
。

Ｑ
２ 

工
事
期
間
中
、
集
ま
っ 

　
た
ご
み
は
ど
の
よ
う
に
処

　
理
さ
れ
る
の
か
？

Ａ
２ 

処
理
し
き
れ
な
い
ご
み 

　
は
周
辺
自
治
体
の
ご
み
処

　
理
施
設
へ
運
搬
し
、
有
料

　
で
処
理
さ
れ
ま
す
。

Ｑ
３ 

工
事
期
間
中
は
美
化
セ

  

ン
タ
ー
へ
の
ご
み
の
持
ち

　
込
み
も
減
ら
し
た
方
が
よ

　
い
の
か
？

Ａ
３ 

粗
大
ご
み
、
不
燃
ご
み

　
等
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
お

　
持
ち
込
み
い
た
だ
け
ま
す

　
が
、
焼
却
し
き
れ
な
い
可

　
燃
ご
み
は
受
入
先
に
お
金

　
を
払
っ
て
焼
却
し
て
も
ら

　
い
ま
す
。
経
費
を
で
き
る

　
だ
け
抑
え
る
た
め
、
ご
み

　
の
減
量
化
に
ご
協
力
く
だ

　
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
湯
河
原
美
化
セ
ン
タ
ー

☎
０
４
６
５
・
63
・
３
４
７
２

　
火
災
の
時
や
救
急
車
を
呼

ぶ
と
き
は
、
落
ち
着
い
て
次

の
こ
と
を
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
音
声
で
の
緊
急
通
報

が
困
難
な
人
は
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
直
接
通
報

で
き
る
「
Ｎ
ｅ
ｔ 

１
１
９
緊

急
通
報
サ
ー
ビ
ス
」
が
利
用

で
き
ま
す
。
利
用
に
は
登
録

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
湯
河
原
町
消
防
本

部(

土
肥
１-

５-

22)

ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

１
１
９
番
通
報
の
正
し
い
伝
え
方

①
「
救
急
」
か
「
火
災
」
か

  

の
区
別

②
来
て
欲
し
い
場
所
の
住
所

　
や
名
前
(
家
主
の
名
前
や

　
店
名
な
ど
)
ま
た
は
目
標

　
と
な
る
も
の

③
ど
う
し
た
の
か

④
通
報
者
の
名
前
、
電
話
番
号

■
問
い
合
わ
せ

　
湯
河
原
町
消
防
本
部
・

　
消
防
署
　

☎
０
４
６
５
・
60
・
０
１
１
９

　
国
民
年
金
保
険
料
は
所
得

税
法
及
び
地
方
税
法
上
、
社

会
保
険
料
控
除
と
し
て
そ
の

年
の
課
税
所
得
か
ら
控
除
さ

れ
ま
す
が
、
控
除
の
対
象
と

な
る
の
は
令
和
６
年
中
(
令

和
６
年
１
月
１
日
か
ら
令
和

６
年
12
月
31
日
)
に
納
め
ら

れ
た
保
険
料
の
全
額
で
す
。

(
令
和
６
年
中
に
納
め
ら
れ

た
も
の
で
あ
れ
ば
、
過
去
の

年
度
分
の
保
険
料
や
追
納
さ

れ
た
保
険
料
も
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
)
。

　
本
年
中
に
納
付
し
た
国
民

年
金
保
険
料
に
つ
い
て
、
社

会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た

め
に
は
、
年
末
調
整
や
確
定

申
告
の
際
に
、
保
険
料
を
支

払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書

類
の
添
付
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
日
本
年
金
機

構
か
ら
次
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

で
「
社
会
保
険
料
(
国
民
年

金
保
険
料
)
控
除
証
明
書
」

が
対
象
者
宛
て
に
発
送
さ
れ

ま
す
の
で
、
お
手
元
に
届
き

ま
し
た
ら
、
大
事
に
保
管
し
、

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際

に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
社
会
保
険
料
(
国
民
年

金
保
険
料
)
控
除
証
明
書
」

は
、e

-
T
a
x

で
利
用
で
き
る

電
子
版
交
付
も
行
っ
て
い
ま

す
。
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
ロ

グ
イ
ン
し
、
電
子
送
付
希
望

の
登
録
を
す
る
と
、
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
の
「
お
知
ら
せ
」

で
電
子
版
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
(
登
録
を
す

る
と
郵
送
が
さ
れ
な
く
な
り

ま
す
。
)

■
問
い
合
わ
せ

・
小
田
原
年
金
事
務
所
　

☎
０
４
６
５
・
22
・
１
３
９
１

・
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
・
０
０
３
・

　
０
０
４(

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル)

　

国
民
年
金
保
険
料
は

全
額
が
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
で
す

国 民
年 金

大太鼓の革張替えの

受講風景

岩囃子保存会
Facebook

令和６年度公民協働による地域課題解決推進事業
～地域の伝統文化を次世代の子どもたちに伝えたい～

「囃子のお披露目演奏会」を実施します
ご
み
焼
却
炉
が
工
事
の
た
め

長
期
間
停
止
し
ま
す

焼却炉 令和７年（2025年） 

１号炉 
１ 

月 

２ 

月 

３ 

月 

４ 

月 

５ 

月 

６ 

月 

７ 

月 

８ 

月 

９ 

月 

10 

月 

11 

月 

12 

月 

２号炉 
１ 

月 

２ 

月 

３ 

月 

４ 

月 

５ 

月 

６ 

月 

７ 

月 

８ 

月 

９ 

月 

10 

月 

11 

月 

12 

月 

 

■ごみ焼却炉の停止予定
              （塗りつぶし部分が停止期間）

※詳細およびお問い合わせは
Facebookでご確認ください。
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第
23
回
真
鶴
空
き
家
勉
強
会

 

◇
テ
ー
マ

　
　
「
空
き
家
と
移
住
の
マ
ッ
チ
ン
グ
」

　
空
き
家
の
所
有
者
と
、
移
住
希

望
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た
結

果
を
元
に
議
論
し
ま
す
。
家
に
期

待
す
る
こ
と
、
人
に
期
待
す
る
こ

と
、
幸
せ
な
マ
ッ
チ
ン
グ
と
は
？

　
空
き
家
問
題
と
移
住
定
住
が
な

か
な
か
結
び
つ
い
て
い
な
い
現
状
。

少
し
ず
つ
変
え
て
い
く
こ
と
を
、

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

ど
な
た
で
も
、
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
　

◇
日
時

　
11
月
17
日
㈰
　
10
時
〜
12
時

◇
場
所
　

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
真
鶴
２
階

◇
協
力

　
中
屋 

香
織
さ
ん

(
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ナ
ー
、

　
宅
地
建
物
取
引
士
)

　
藤
井 

明
香
さ
ん
(
建
築
士
)

◇
参
加
費
　
５
０
０
円

◇
申
し
込
み
　
不
要

◇
主
催
　
真
鶴
空
き
家
勉
強
会

　
チ
ー
ム
(
有
志
団
体
)

◇
今
後
の
開
催
予
定

　
注
意
:
12
月
21
日
㈯
午
前
か
ら

　
12
月
22
日
㈰
午
前
に
変
更
し
ま

　
す
！

■
問
い
合
わ
せ

☎
０
９
０
・
２
６
３
１
・

　
９
４
１
８
(
藤
井
)

第
14
回
真
鶴
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ
大
会

◇
開
催
日
時   

12
月
５
日
㈭

　
８
時
受
付
、
９
時
競
技
開
始

◇
会
場
　

　
お
林
展
望
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

◇
定
員
　
64
名

(
定
員
に
な
り
次
第
締
切)

◇
参
加
資
格

　
真
鶴
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

  

会
員
お
よ
び
18
歳
以
上
の
真
鶴

  

町
民
の
方

◇
申
込
期
間

　
11
月
１
日
㈮
〜
11
月
28
日
㈭

◇
申
込
方
法

　
お
林
展
望
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

  　
場
受
付
に
設
置
し
て
あ
る
参
加

 

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し 

　
て
申
し
込
み
。

◇
参
加
費
　
１
０
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ

　
真
鶴
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

　
会
長
　
森
本 

博
美

☎
０
９
０
・
６
１
７
４
・
３
４
６
３

２
０
２
４
あ
し
が
ら
ア
ー
ト
の

森with

森
の
大
地
祭

◇
開
催
日
時

　
11
月
16
日
㈯
、
17
日
㈰

　
９
時
30
分
〜
16
時

◇
開
催
場
所

　
神
奈
川
県
立
足
柄
ふ
れ
あ
い
の
村

◇
内
容

①
「
世
界
は
一
つ
の
美
術
展
」
　 

　
子
ど
も
の
描
い
た
作
品
や
家
族

　
で
描
い
た
作
品
(
入
場
無
料
)

②
「
森
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

　
(
参
加
材
料
費
あ
り
)

③
「
フ
ー
ド
コ
ー
ド
」
、
「
森
の

　
シ
ョ
ッ
プ
」
、
「
森
の
音
楽
」

　
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

　
く
だ
さ
い
。

　http://art-no-mori.com
■
問
い
合
わ
せ

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
し
が
ら
ア
ー
ト

　
の
森
代
表
　
中
野

☎
０
９
０
・
５
７
６
１
・
５
５
４
８

み
ち
の
ぱ
ん

　　
や
さ
し
い
無
添
加
の
ぱ
ん
を
是

非
。
あ
の
有
名
な
Ｆ
ｍ
ヨ
コ
ハ
マ

街
角
リ
ポ
ー
タ
ー
藤
田
優
一
さ
ん

も
来
店
！
み
み
ま
で
お
い
し
い

し
ょ
く
ぱ
ん
、
ざ
く
ざ
く
の
め
ろ

ん
ぱ
ん
、
季
節
の
た
の
し
い
ぱ
ん

(

11
月
は
か
ぼ
ち
ゃ
ふ
ら
ん
す)

な

ど
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
富
に
ご
用

意
し
て
お
り
ま
す
。

　
お
取
り
置
き
・
ご
予
約
・
配
達

も
可
能
な
範
囲
内
に
て
行
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
連
絡

下
さ
い
。
イ
ベ
ン
ト
時
の
ぱ
ん
の

注
文
・
ぱ
ん
作
り
の
体
験
会
等
の

ご
要
望
も
承
っ
て
お
り
ま
す
。

◇
営
業
時
間

　
８
時
〜
17
時
(
定
休
日 

木
曜)

◇
販
売
場
所

＊
店
舗

　
真
鶴
町
岩
６
７
４
番
地
29

＊
毎
週
金
曜
日
10
時
〜
14
時
は
、

　
情
報
セ
ン
タ
ー
１
階
喫
茶
コ
ー

　
ナ
ー
に
て
販
売
し
て
い
ま
す
。

(
早
め
に
終
了
す
る
事
も
有
)

＊
平
日
夕
方
は
真
鶴
町
役
場
に
て

　
販
売
を
す
る
事
も
有
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
み
ち
の
ぱ
ん
(
中
村
)

☎
０
８
０
・
１
０
５
２
・
１
７
１
８

真
鶴
歌
声
の
会
　
12
月

　
ピ
ア
ノ
と
ギ
タ
ー
の
生
伴
奏
で
、

唱
歌
や
歌
謡
曲
な
ど
を
元
気
に
歌

い
ま
し
ょ
う
。

◇
日
時   

12
月
12
日
㈭

　
10
時
〜
11
時
30
分

　(

受
付
９
時
40
分
〜
)

◇
場
所
　

　
町
民
セ
ン
タ
ー
３
階

　
講
義
室

◇
会
費
　
５
０
０
円

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ

　
事
前
予
約
制
・
お
電
話
で
真
鶴

　
歌
声
の
会 

ミ
ヤ
ザ
ワ
ま
で
　

☎
０
８
０
・
１
１
３
８
・
５
３
１
７ 

インスタグラム

◆真鶴町役場　代表電話番号　0465-68-1131◆広報真鶴　2024年11月号 広報真鶴　2024年11月号

外国人(がいこくじん) に向(む)けた わかりやすい 日本語

(にほんご) のページです。やさしい 日本語(にほんご)で い

ろいろな情報(じょうほう) を おつたえします。

問診票（もんしんひょう）は、体（からだ）の　どこが、いつから　悪（わる）いのか、医者（いしゃ）に　教（おし）える 紙（かみ）です。

真鶴町国民健康保険診療所（まなづる

まち こくみん けんこう ほけん しんりょ

うじょ）

☎ 電話（でんわ）：0465-68-2191

「問 診 票」
も  ん　      し  ん　  　   ひ ょ う第 11 回

 やさしい
日本語

こしみず歯科(しか)医院（いいん）　　

☎ 電話（でんわ）：0465-46-7017

真鶴（まなづる）にある 

病院（びょういん）

＊行（い）く前（まえ）に  電話（でんわ）で  予約（よやく） 

　 が 必要（ひつよう）です。

頭（あたま）が痛（いた）い、

胃（い）が痛（いた）い、など、

体(からだ）の具合（ぐあい）

が悪（わる）いとき、病院（び

ょういん）に行（い）きます。

まずは、病院（びょういん）の

受付（うけつけ）で　健康保

険証（けんこう　ほけんしょ

う）を　出（だ）します。

病院（びょういん）の、受付

（うけつけ）で　問診票（も

んしんひょう）をもらって、

自分（じぶん）で　書（か）き

ます。

問診票（もんしんひょう）

を書（か）いたら、医者（い

しゃ）に　診（み）てもらい

ます。

自分（じぶん）で　問診票（もんしんひょう）を　プリントして、体（からだ）の    

悪（わる）いところを　書（か）いて、病院（びょういん）へ　持（も）っていく

ことも　できます。日本語（にほんご）で書（か）くのが　難（むずか）しい時

（とき）は、いろいろな国（くに）の言葉（ことば）の問診票（もんしんひょう）

を　￥０で　パソコンやスマホからダウンロードして、書（か）くことができ

ます。

病院（びょういん）で　通訳（つうやく）が　必要（ひつよう）な人（ひと）は、「多言語

支援（たげんご　しえん）　センター　かながわ」へ　電話（でんわ）してください。

通訳（つうやく）を使（つか）えます。

プリントして持(も)っていく場合(ばあい)

いろいろな国（くに）の言葉（ことば）の

問診票（もんしんひょう）のリンクはこちら↓ 

https://kifjp.org/medical/

病院(びょういん)で書(か)く場合(ばあい)

真鶴（まなづる）にある 

歯医者（はいしゃ）

平間（ひらま）歯科（しか）真鶴（まなづる）

医院（いいん）

☎ 電話（でんわ）：0465-68-0648

多言語支援（たげんご　しえん）　センター　かながわ

☎　電話（でんわ）045-316−2770

通訳(つうやく)が

必要(ひつよう)な

人(ひと)

【翻訳】まなづる国際交流協会
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第
23
回
真
鶴
空
き
家
勉
強
会

 

◇
テ
ー
マ

　
　
「
空
き
家
と
移
住
の
マ
ッ
チ
ン
グ
」

　
空
き
家
の
所
有
者
と
、
移
住
希

望
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た
結

果
を
元
に
議
論
し
ま
す
。
家
に
期

待
す
る
こ
と
、
人
に
期
待
す
る
こ

と
、
幸
せ
な
マ
ッ
チ
ン
グ
と
は
？

　
空
き
家
問
題
と
移
住
定
住
が
な

か
な
か
結
び
つ
い
て
い
な
い
現
状
。

少
し
ず
つ
変
え
て
い
く
こ
と
を
、

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

ど
な
た
で
も
、
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
　

◇
日
時

　
11
月
17
日
㈰
　
10
時
〜
12
時

◇
場
所
　

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
真
鶴
２
階

◇
協
力

　
中
屋 

香
織
さ
ん

(
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ナ
ー
、

　
宅
地
建
物
取
引
士
)

　
藤
井 

明
香
さ
ん
(
建
築
士
)

◇
参
加
費
　
５
０
０
円

◇
申
し
込
み
　
不
要

◇
主
催
　
真
鶴
空
き
家
勉
強
会

　
チ
ー
ム
(
有
志
団
体
)

◇
今
後
の
開
催
予
定

　
注
意
:
12
月
21
日
㈯
午
前
か
ら

　
12
月
22
日
㈰
午
前
に
変
更
し
ま

　
す
！

■
問
い
合
わ
せ

☎
０
９
０
・
２
６
３
１
・

　
９
４
１
８
(
藤
井
)

第
14
回
真
鶴
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ
大
会

◇
開
催
日
時   

12
月
５
日
㈭

　
８
時
受
付
、
９
時
競
技
開
始

◇
会
場
　

　
お
林
展
望
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

◇
定
員
　
64
名

(
定
員
に
な
り
次
第
締
切)

◇
参
加
資
格

　
真
鶴
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

  

会
員
お
よ
び
18
歳
以
上
の
真
鶴

  

町
民
の
方

◇
申
込
期
間

　
11
月
１
日
㈮
〜
11
月
28
日
㈭

◇
申
込
方
法

　
お
林
展
望
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

  　
場
受
付
に
設
置
し
て
あ
る
参
加

 

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し 

　
て
申
し
込
み
。

◇
参
加
費
　
１
０
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ

　
真
鶴
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

　
会
長
　
森
本 

博
美

☎
０
９
０
・
６
１
７
４
・
３
４
６
３

２
０
２
４
あ
し
が
ら
ア
ー
ト
の

森with

森
の
大
地
祭

◇
開
催
日
時

　
11
月
16
日
㈯
、
17
日
㈰

　
９
時
30
分
〜
16
時

◇
開
催
場
所

　
神
奈
川
県
立
足
柄
ふ
れ
あ
い
の
村

◇
内
容

①
「
世
界
は
一
つ
の
美
術
展
」
　 

　
子
ど
も
の
描
い
た
作
品
や
家
族

　
で
描
い
た
作
品
(
入
場
無
料
)

②
「
森
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

　
(
参
加
材
料
費
あ
り
)

③
「
フ
ー
ド
コ
ー
ド
」
、
「
森
の

　
シ
ョ
ッ
プ
」
、
「
森
の
音
楽
」

　
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

　
く
だ
さ
い
。

　http://art-no-mori.com

■
問
い
合
わ
せ

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
し
が
ら
ア
ー
ト

　
の
森
代
表
　
中
野

☎
０
９
０
・
５
７
６
１
・
５
５
４
８

み
ち
の
ぱ
ん

　　
や
さ
し
い
無
添
加
の
ぱ
ん
を
是

非
。
あ
の
有
名
な
Ｆ
ｍ
ヨ
コ
ハ
マ

街
角
リ
ポ
ー
タ
ー
藤
田
優
一
さ
ん

も
来
店
！
み
み
ま
で
お
い
し
い

し
ょ
く
ぱ
ん
、
ざ
く
ざ
く
の
め
ろ

ん
ぱ
ん
、
季
節
の
た
の
し
い
ぱ
ん

(

11
月
は
か
ぼ
ち
ゃ
ふ
ら
ん
す)

な

ど
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
富
に
ご
用

意
し
て
お
り
ま
す
。

　
お
取
り
置
き
・
ご
予
約
・
配
達

も
可
能
な
範
囲
内
に
て
行
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
連
絡

下
さ
い
。
イ
ベ
ン
ト
時
の
ぱ
ん
の

注
文
・
ぱ
ん
作
り
の
体
験
会
等
の

ご
要
望
も
承
っ
て
お
り
ま
す
。

◇
営
業
時
間

　
８
時
〜
17
時
(
定
休
日 

木
曜)

◇
販
売
場
所

＊
店
舗

　
真
鶴
町
岩
６
７
４
番
地
29

＊
毎
週
金
曜
日
10
時
〜
14
時
は
、

　
情
報
セ
ン
タ
ー
１
階
喫
茶
コ
ー

　
ナ
ー
に
て
販
売
し
て
い
ま
す
。

(
早
め
に
終
了
す
る
事
も
有
)

＊
平
日
夕
方
は
真
鶴
町
役
場
に
て

　
販
売
を
す
る
事
も
有
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
み
ち
の
ぱ
ん
(
中
村
)

☎
０
８
０
・
１
０
５
２
・
１
７
１
８

真
鶴
歌
声
の
会
　
12
月

　
ピ
ア
ノ
と
ギ
タ
ー
の
生
伴
奏
で
、

唱
歌
や
歌
謡
曲
な
ど
を
元
気
に
歌

い
ま
し
ょ
う
。

◇
日
時   

12
月
12
日
㈭

　
10
時
〜
11
時
30
分

　(

受
付
９
時
40
分
〜
)

◇
場
所
　

　
町
民
セ
ン
タ
ー
３
階

　
講
義
室

◇
会
費
　
５
０
０
円

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ

　
事
前
予
約
制
・
お
電
話
で
真
鶴

　
歌
声
の
会 

ミ
ヤ
ザ
ワ
ま
で
　

☎
０
８
０
・
１
１
３
８
・
５
３
１
７ 

インスタグラム

◆真鶴町役場　代表電話番号　0465-68-1131◆広報真鶴　2024年11月号 広報真鶴　2024年11月号

外国人(がいこくじん) に向(む)けた わかりやすい 日本語

(にほんご) のページです。やさしい 日本語(にほんご)で い

ろいろな情報(じょうほう) を おつたえします。

問診票（もんしんひょう）は、体（からだ）の　どこが、いつから　悪（わる）いのか、医者（いしゃ）に　教（おし）える 紙（かみ）です。

真鶴町国民健康保険診療所（まなづる

まち こくみん けんこう ほけん しんりょ

うじょ）

☎ 電話（でんわ）：0465-68-2191

「問 診 票」
も  ん　      し  ん　  　   ひ ょ う第 11 回

 やさしい
日本語

こしみず歯科(しか)医院（いいん）　　

☎ 電話（でんわ）：0465-46-7017

真鶴（まなづる）にある 

病院（びょういん）

＊行（い）く前（まえ）に  電話（でんわ）で  予約（よやく） 

　 が 必要（ひつよう）です。

頭（あたま）が痛（いた）い、

胃（い）が痛（いた）い、など、

体(からだ）の具合（ぐあい）

が悪（わる）いとき、病院（び

ょういん）に行（い）きます。

まずは、病院（びょういん）の

受付（うけつけ）で　健康保

険証（けんこう　ほけんしょ

う）を　出（だ）します。

病院（びょういん）の、受付

（うけつけ）で　問診票（も

んしんひょう）をもらって、

自分（じぶん）で　書（か）き

ます。

問診票（もんしんひょう）

を書（か）いたら、医者（い

しゃ）に　診（み）てもらい

ます。

自分（じぶん）で　問診票（もんしんひょう）を　プリントして、体（からだ）の    

悪（わる）いところを　書（か）いて、病院（びょういん）へ　持（も）っていく

ことも　できます。日本語（にほんご）で書（か）くのが　難（むずか）しい時

（とき）は、いろいろな国（くに）の言葉（ことば）の問診票（もんしんひょう）

を　￥０で　パソコンやスマホからダウンロードして、書（か）くことができ

ます。

病院（びょういん）で　通訳（つうやく）が　必要（ひつよう）な人（ひと）は、「多言語

支援（たげんご　しえん）　センター　かながわ」へ　電話（でんわ）してください。

通訳（つうやく）を使（つか）えます。

プリントして持(も)っていく場合(ばあい)

いろいろな国（くに）の言葉（ことば）の

問診票（もんしんひょう）のリンクはこちら↓ 

https://kifjp.org/medical/

病院(びょういん)で書(か)く場合(ばあい)

真鶴（まなづる）にある 

歯医者（はいしゃ）

平間（ひらま）歯科（しか）真鶴（まなづる）

医院（いいん）

☎ 電話（でんわ）：0465-68-0648

多言語支援（たげんご　しえん）　センター　かながわ

☎　電話（でんわ）045-316−2770

通訳(つうやく)が

必要(ひつよう)な

人(ひと)

【翻訳】まなづる国際交流協会
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◆広告募集！　問い合わせは、町長室まで　☎内線３１4  
湯
河
原
町
火
災
予
防
条
例
に
よ
り
、

す
べ
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災

の
早
期
発
見
に
大
変
有
効
で
す
。

ま
だ
設
置
し
て
い
な
い
家
庭
は
、

早
急
に
設
置
し
、
大
切
な
家
族
を

火
災
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

設
置
す
る
場
所

　
煙
感
知
式
の
住
宅
用
火
災
警
報

器
を
全
て
の
寝
室
と
階
段
の
上
部

(
２
階
以
上
に
寝
室
と
し
て
使
用

す
る
部
屋
が
あ
る
場
合
)
に
取
り

付
け
ま
す
。
ア
パ
ー
ト
や
職
員
寮

な
ど
の
共
同
住
宅
で
、
設
置
し
て

良
い
か
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
建

物
の
所
有
者
な
ど
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
台
所
や
居
室
へ
の
設
置

義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
設
置
す

る
と
よ
り
安
全
で
す
。

販
売
し
て
い
る
場
所

　
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、
防
災
用
品

店
、
電
気
店
、
家
電
量
販
店
な
ど

で
販
売
し
て
い
ま
す
。
ま
た
警
報

器
の
リ
ー
ス
を
す
る
業
者
も
あ
り

ま
す
。

悪
質
訪
問
販
売
に
注
意

　
役
場
職
員
、
消
防
職
員
、
消
防

団
員
が
訪
問
販
売
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
消
防
本
部
が

特
定
の
業
者
に
販
売
を
委
託
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

電
池
切
れ
に
注
意

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
に
内
蔵
さ

れ
て
い
る
電
池
の
寿
命
は
約
10
年

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
設
置
し
て

い
る
住
宅
用
火
災
警
報
器
が
、
火

災
で
な
い
時
に
鳴
動
し
た
り
、
ラ

ン
プ
が
点
滅
し
た
場
合
に
は
、
電

池
の
容
量
が
少
な
く
な
っ
て
い
る

サ
イ
ン
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
定
期

的
に
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

設
置
・
交
換
を
支
援
し
ま
す

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
寝
室

な
ど
の
天
井
や
壁
面
に
、
ビ
ス
な

ど
で
簡
単
に
取
り
付
け
で
き
ま
す
。

ご
自
身
で
設
置
・
交
換
が
で
き
な

い
場
合
は
、
消
防
職
員
が
取
り
付

け
の
支
援
を
し
ま
す
の
で
、
気
軽

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
湯
河
原
町
消
防
本
部
警
防
課

　
予
防
係
　

　
☎
０
４
６
５
・
60
・
０
１
７
７

秋の火災予防運動
2024年度全国統一防火標語「守りたい　未来があるから　火の用心」

11月９日(土)～11月15日(金)

リチウムイオン蓄電池からの火災を防ぎましょう
 近年、リチウムイオン蓄電池（モバイルバッテリーや電動工具用バッテリー等）からの発火による火災が著しく
増加しています。電化製品の使用中や充電中の火災を始め、蓄電池の誤った廃棄方法によるゴミ収集車やゴミ
処理施設での火災等を防ぐため、次の点に注意しましょう。

● 取扱説明書をよく確認する
● 衝撃を与えないよう使用し、みだりに分解しない
● 純製のバッテリーを使用する
● 充電の際は不燃性のケースに入れる等をして充電する
● 充電電圧を確認し、バッテリーと同一メーカーの充電器で充電する
● 膨張した、充電できない、バッテリーの減りが早い、充電中に熱くなる等の
     異常がある場合は使用や充電をやめ、メーカーや販売店に相談する
● かばんの中等、熱がこもりやすい環境での使用を控える
● 万が一の被害を防ぐため、不燃性のケース等に収納する
● 処分の際も製品の取扱説明書と町のごみ回収方法をよく確認する

あなたのお住まいに住宅用火災警報器は設置されていますか？
湯河原町消防本部からのお知らせ

万が一発火した場合は、
火花が収まってから消火
器や大量の水で消火し、
同時に119番通報をして
ください。
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お
誕
生

お
悔
や
み

※
９
月
１
日
〜
９
月
30
日
受
付
分
の
掲
載
了
承
者

　
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。
(
敬
称
略
)

公共施設11月の休館

☎６８-６３２６☎６８-６３２６

☎内線４４０☎内線４４０

☎６８-１１１１☎６８-１１１１

新
秋
の
水
面
を
過
ぎ
る
風
の
影

　
　
　
　都

　作 

色
増
し
て
車
窓
流
る
る
稲
穂
か
な

　
　
　千
恵
子

終
戦
日
夕
日
の
残
る
浜
に
座
す

　
　
　
　せ
つ
子

富
士
五
合
風
の
形
の
樹
々
の
秋

　
　
　
　珠

　絵

万
物
が
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
や
大
風
禍

　
　
　直

　美

爽
や
か
に
楠
残
る
資
料
館

　
　
　
　
　
　英

　一

句
作
ゆ
き
づ
ま
り
秋
扇
置
き
に
け
り

　

    

園

　子

折
り
鶴
に
息
を
吹
き
込
む
十
三
夜

　
　
　桂

　子

義
姉
百
寿
長
旅
語
る
敬
老
会

　
　
　
　
　保

　夫

ア
ル
バ
ム
の
セ
ピ
ア
の
母
は
ま
さ
に
吾

　
　
　翠

　明

鶏
頭
の
誠
に
紅
き
野
分
あ
と

　
　
　
　
　
　圭

さ
よ
な
ら
と
蝉
の
ね
消
え
る
鈴
の
声

　
　
　灯

夕
暮
れ
の
風
が
吹
き
ぬ
け
秋
近
し

　
　
　文

　子

ひ
と
り
で
は
行
け
ぬ
故
郷
老
い
ら
く
の
父
母
の
遺
影

長
押
に
ゑ
ま
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

清
海
テ
イ
子

黒
々
と
両
掌
に
余
る「
す
み
や
き
」の
謀
る
が
に
沁
む

疎
ま
れ
し
魚
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　神
田
眞
三

耳
に
添
ふ
ピ
ア
ス
姿
に
現
る
る
末
は
博
士
か
わ
れ
が
男

孫
は

　
　
　

         
　
　
　
　
　
　

   

　
　田
所
仙
子

い
う
い
う
と
親
子
の
猿
が
横
切
れ
り
貼
り
付
け
ら
れ

し
ご
と
く
仔
は
背
に

　
　
　
　
　
　
　
　新
田
禎
子

両
手
上
げ
絮
毛
の
ゆ
く
へ
追
ふ
孫
の
声
き
ら
ら
か
に

秋
空
に
散
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

   
　

 
湯
川
律
子

手
足
伸
ば
し
寝
入
る
幸
せ
涼
風
の
入
り
く
る
室
に
虫

の
こ
ゑ
澄
む

　

 

　
　
　
　
　

  

　
　
　
　

  

竹
林
初
江

車
椅
子
ラ
グ
ビ
ー
監
督
に
生
き
る
人
金
メ
ダ
ル
享
く

教
え
子
仰
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

     

中
村
み
ほ
子

精
検
を
す
す
め
る
医
師
の
こ
ゑ
遠
く
メ
ー
ル
見
て
を

り
猫
の
死
せ
る
を

　
　
　
　
　
　
　

 

　
　川
﨑
善
子

宿
痾
と
ふ
こ
と
ば
宿
ら
せ
経
に
し
歳

　門
の
芙
蓉
は

け
ふ
も
涼
し
げ

　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

    

温
井
松
代

　５日(火)、11日(月)、
18日(月)、25日(月)

OSU
SUME

　4日(月)、11日(月)、
18日(月)、25日(月)

を

 

あ
　
ね

わ
れ

う
つ
し
ゑ

な
げ
し

も
ろ

て
い
を

あ
ふ

パンどろぼうのとりんごかめん
柴田　ケイコ/著

新 着 本

◆広告募集！　問い合わせは、町長室　☎内線３１4

　パンを届けにきたコッコ農園が、何者

かに荒らされていることを知ったパンど

ろぼう。見回りに出かけ、犯人のイノシ

シ兄弟を見つけるが、食べられそうに

なってしまう。そこに登場したのは…。

「パンどろぼう」シリーズ第6弾。

《一般書》

■海風　　　　　　　　　　　 今野 敏/著

■空き家の法律と税金と管理がわかる本

　　　　      コンデックス情報研究所/編　　　

■ビジュアル再現　平安京　

                        　　 梶川 敏夫/著

《児童書》

■すごい人の10歳図鑑　　　   齋藤 孝/著

■わかったさんのスイートポテト　　 

           寺村 輝夫/原案,永井 郁子/作絵

■もぐらけんせつ ぽんぽこでらのおまつり

　　　　　              　　長崎 真悟/著

■タコのなぞ　　　　　　     池田 譲/著

■はっぱのおてがみ　　

               苅田 澄子/作,宮野 聡子/絵

■パンどろぼうのとりんごかめん　　

                           柴田 ケイコ/著

■絵で見て楽しい！　はじめての和の音楽

　　　　　　　              上野 哲生/著

問い合わせ：まなづる図書館 

☎０４６５-６８-６３２６

おはなし会

　　日時：11月９日(土)11時～11時30分

　　場所：情報センター地下１階

　　　　　多目的スタジオ

15時
まで

土曜）午後３時まで受診可

読まなくなった本や雑誌等、
少しでも出張買い取りします！

全国古書籍商組合連合会加盟

レコード、ＣＤ、ＤＶＤ、古写真、観光土産の絵葉書や
雑貨なども歓迎！処分する前にご相談下さい。

真鶴１８９３ー２１　加藤
電話　０９０ -９６７９ -１７８２

小田原百貨店　真鶴店

営業時間：午前９時から午後８時まで　※変更の場合あり

真鶴町真鶴２９４-３　　　０４６５-６９-１８８８

クリスマスケーキ・おせちのご予約受付中！

２日(土)９日(土)16日(土)23日(土)30日(土) 優待５倍デー

定休日：なし

詳細は、役場町長室へ

広報に広告を掲載しませんか？

施設・店舗に関する情報やスタッフ募集

など、掲載内容については町役場まで

お気軽にご相談ください！

☎内線３１４

　広告募集

うに清スタッフ募集
勤務内容：・厨房係（洗い場ほか）

　　　　　・お座敷係

勤務時間：午前９時～午後５時

　　　　　※応相談（平日または土日だけでも勤務可能）

時　　給：平日1,112円　土日・祝日1,390円

問い合わせ：☎０４６５-６８-１２７６（真鶴町真鶴１１６１－７）

磯の味
今 月 の お す す め

※10月から､随時入っています｡便利なインター

　ネット予約をご利用ください｡

ゲスト 地元 一般
平日
土曜日
日・祝日

8,450円
15,450円
14,950円

10,500円
17,500円
17,000円

学生さん～70歳くらい

までOK！男性も大歓迎！



成人学級①/10:00～11:30/町民センター

土

金

★中川一政美術館町民無料デー★

成人学級②/13:30～15:30/町民センター

土
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土

町の位置：東経139度8分14秒、北緯35度9分30秒（国土地理院より）
町の面積：7.05㎢
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今 月 の 納 期人口と世帯 令和６年10月１日現在
(住民基本台帳法による)

 男  3,075（－  ７  ）

 女 3,521（－  10 ）

 計 6,596（－  17 ）

世帯 3,390（－　６ ）
（    ）内は前月比

※税金などのお支払いは、口座振替をご利用ください。

１人１日当たりのごみ排出量

今年９月分 1,043 g　

昨年９月分 1,102 g　

ごみの分別にご協力をお願いします

前年度比較　５．４％ 減　

月

住民相談/10:00～15:00/町民センター

木

はつらつ元気塾/10:00～11:30/町民センター

運動倶楽部/10:00～11:30/町民センター

新聞・雑紙

金

※下水道接続にご協力をお願いします。

月

金

土

日

火

水

日

日

木

金

火

水

日

月

火

水

木

火

水

月

月

土

木

金

夜間急患問い合わせ／ 

ビン・ペットボトル

可燃物

可燃物

ぼうさい まなづる　防災行政無線自動応答テレホンサービス
℡０４６５-６９-１８９０（通話料有料）

粗大･不燃物

可燃物

可燃物

休日・急患診療所／小田原市保健センター(℡0465-47-0823）
受付時間8：30～15：30

休日・急患診療所／小田原市保健センター(℡0465-47-0823）
受付時間8：30～15：30

可燃物

可燃物

布・ダンボール･紙パック

休日・急患診療所／小田原市保健センター(℡0465-47-0823）
受付時間8：30～15：30

休日・急患診療所／小田原市保健センター(℡0465-47-0823）
受付時間8：30～15：30

湯河原消防署（℡0465-60-0119）

カ ン

可燃物

可燃物

休日・急患診療所／小田原市保健センター(℡0465-47-0823）
受付時間8：30～15：30

粗大･不燃物

可燃物

可燃物

可燃物

カ ン

ビン・ペットボトル

可燃物

可燃物

生き活き健康相談/9:30～11:30/情報センター１階

11 月

親子教室/10:00～11:30/町民センター

公益社団法人コスモス成年後見サポートセンター小田原西地区無料相談会
/13:00～15:00/町民センター2階 第３会議室

育児セミナー/10:00～11:30/町民センター

おもちゃ病院/11:30～12:00/町民センター

すくすく子育て相談/予約制/町民センター

4か月、８・９か月児健診/13:00～13:20
/町民センター

お達者教室/10:00～11:15/町民センター

出張福祉相談会/10:00～12:00/町民センター

乳幼児歯科健康診査/13:00～14:00/町民センター

まなっこひろばおたんじょうびかい
/10:00～11:00/町民センター

地域サロン 和楽/10:00～12:00/観光協会２階

地域サロン 和み/10:00～11:30/岩地区集会所

地域サロン にこにこ/10:00～12:00/町民センター

地域サロン きずな/10:00～12:00/旧保健センター

★中川一政美術館町民無料デー★ギャラリートーク/14:00～14:30

まなづるオレンジカフェ
/13:00～15:00/情報センター1階

町の保健室/10:00～15:00/情報センター１階

町の保健室/10:00～15:00/情報センター１階

★真鶴町 家庭の日★

真鶴なぶら市/10:00～13:00/真鶴港岸壁広場

地域サロン 真輪/10:00～11:30/町民センター

町の保健室/10:00～15:00/情報センター1階

町の保健室/10:00～15:00/情報センター１階

地域サロン 真輪/10:00～11:30/町民センター

町民文化祭/～11月３日まで/町民センター

町の保健室/10:00～15:00/情報センター１階

真鶴よさこい大漁フェスティバル/10:00～/真鶴港

★中川一政美術館町民無料デー★ギャラリートーク/14:00～14:30

国民健康保険税　（８期分） 12月2日

介 護 保 険 料 （８期分） 12月2日

後期高齢者医療保険料　（５期分） 12月2日

上 下 水 道 料 （11月分) 11月30日




